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開会 午前１０時００分 

────────────────────────────────── 

◎開会宣告 

○議長（西原 浩君） おはようございます。 

 会議に入ります前に申し上げます。 

今会期中は、広報及び報道関係者の写真撮影及びパソコンの使用を許可しておりますの

で、申し上げておきます。 

また、夏季における服装の軽装化が実施されております。 

議場内においてもネクタイを着用しないことを許可しておりますので、併せて申し上げ

ておきます。 

また、議場内の室温が上昇しておりますので、上着を脱ぐことを許可いたします。 

ただいまから令和元年第３回別海町議会定例会を開会いたします。 

ただいま出席している議員は１６名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（西原 浩君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により議長において指名いたします。 

１３番中村議員、１４番佐藤議員、１５番戸田議員、以上３名を指名いたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議会運営委員会報告 

○議長（西原 浩君） 日程第２ 議会運営委員長から委員会の協議概要について報告が

あります。 

なお、本件は報告のみであります。 

議会運営委員長。 

○議会運営委員長（小林敏之君） ９月２日及び９月５日に開催いたしました議会運営委

員会で第３回定例会にかかる運営について協議をいたしましたので、その内容について報

告申し上げます。 

第３回定例会に町側から提出されております案件は、全部で２８件であります。 

内容は、令和元年度各会計補正予算が４件、条例の一部改正が７件、人権擁護委員候補

者推薦の諮問が３件、平成３０年度各会計決算認定が８件、固定資産税評価審査委員会委

員の同意が３件、放棄した債権の報告が１件、平成３０年度決算に基づく別海町健全化判

断比率及び資金不足比率についての報告が１件、専決処分の報告が１件で、報告が合わせ

て３件であります。 

これら提出案件のうち平成３０年度各会計決算認定第１号から第８号までの８件につい

ては一括議題とし、平成３０年度各会計決算審査特別委員会を設置して慎重な審議をすべ

きものといたしました。 

なお、決算認定以外の提出案件については、委員会の付託を省略し、本会議において質

疑、討論、・採決すべきものといたしました。 

また、特別委員会の構成につきましては、横田議員、田村議員、大内議員、木嶋議員、

瀧川議員、松議員、戸田議員の７名を選任すべきものと決定いたしました。 
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なお、放棄した債権の報告及び別海町健全化判断比率と資金不足比率の報告並びに専決

処分の報告については、報告のみであります。 

次に、会期及び議事日程であります。 

本定例会の会期は、９月１０日から９月１３日までの４日間とし、初日には町長提出議

案の内容説明・質疑を行います。 

２日目には一般質問を行い、３日目は休会とし、各常任委員会を行います。 

最終日は、町長提出議案の討論・採決を行い、その後、議員提出案件の内容説明・質疑、

討論・採決を行うこととしました。 

次に、一般質問であります。 

通告を受理しております一般質問は、田村議員、横田議員、小椋議員、中村議員、宮越

議員、木嶋議員、瀧川議員の７名で、全員が一問一答方式であります。 

質問の順番は、会議規則等運用規程の定めに基づき通告順に行うこととしました。 

議員各位、理事者におかれましては、効率的な議会運営と活発な政策議論となるよう、

町民に分かりやすい簡明かつ明確な質問や答弁に配慮されますようお願い申し上げます。 

次に、請願・陳情等についてであります。 

請願・陳情等にかかわる対応については、慎重に協議をいたしました。 

その結果は、お手元に配付のとおりであります。 

陳情書等の写しは議員控室で閲覧できますので、賛同される議員は、議員発議により提

出願います。 

次に、議員・委員会提出案件であります。 

現在予定されておりますのは、議員提出案件１件であります。 

内容は、林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書の提出

についてであり、戸田議員から提出されるもので、定例会最終日に提案されることになっ

ております。 

また、「所得税法第５６条の廃止を求める意見書」については、産業建設常任委員会で

継続協議といたしました。 

最後に、反問権についてですが、町長ほか職員が、議長の許可により議員の質問に対し

て論点を明確にするためのもので、議会での議論が活性化し、議論のポイントを町民の皆

様に分かりやすくするために導入したものであります。 

町長はじめ執行機関並びに議員各位には、その趣旨を十分理解いただきますようお願い

いたします。 

以上、議会運営委員会で協議しました内容の報告といたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第３ 会期決定の件 

○議長（西原 浩君） 日程第３ 会期決定の件を議題といたします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から９月１３日までの４日間にしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は、本日から９月１３日までの４日間と決定いたしました。 

────────────────────────────────── 
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◎日程第４ 諸般の報告 

○議長（西原 浩君） 日程第４ 諸般の報告を行います。 

諸般の報告は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第５ 行政報告 

○議長（西原 浩君） 日程第５ 行政報告を行います。 

町長。 

○町長（曽根興三君） おはようございます。 

 本日、令和元年第３回の町議会定例会を招集させていただきました。 

 議員の皆様方におかれましては、大変時節柄お忙しい中、御出席を賜りましたことに心

より御礼を申し上げます。 

 それでは、定例会開催に当たりまして行政報告を申し上げます。 

 まず、初めに、８月２３日から２４日にかけて降り続いておりました大雨による被害で

ございます。 

 道路関係で、町道上春別南１号、これは、中標津から西春別駅前に抜ける幹線道路でご

ざいますけれども、これの一部が決壊いたしまして、８月２９日まで片側交互通行の規制

を行っておりましたけれども、ようやく復旧作業も終わりました。 

 今は、交通規制を解除しており、今月の下旬には、最終的な復旧工事を完了する予定で

ございます。 

 今回の道路改修に伴う被害額については、１００万円前後というふうに試算しておりま

す。 

 次に、６月の第２回定例会以降、９月までの間でいろいろな要請行動に取り組んでおり

ましたので、これについて御報告を申し上げます。 

 初めに、防衛に関する要請でございますけれども、７月３日に北海道基地協議会の役員

として、防衛省をはじめとします国の関係省庁並びに北海道選出国会議員に対しまして、

令和２年度における防衛施設周辺対策、さらには基地交付金等について中央要請活動を

行っております。 

 また、８月２２日には、北海道防衛自衛隊駐屯地連絡協議会、これの幹事として、北海

道におきます自衛隊の体制強化や、道内に所在している自衛隊駐屯地の維持拡充及び地域

コミュニティとの連携を求める夏期中央要請を実行いたしまして、関係自治体とともに防

衛省まで出向いてきたところでございます。 

 次に、北方四島交流事業にかかわる要請行動でございますけれども、北方四島と根室管

内との地域間交流については、これまで関係機関と協議を行ってきたところでございます

けれども、新たな地域間交流の推進について北方領土隣接地域振興対策根室管内連絡協議

会、略して北隣協と申し上げておりますけれども、これを構成しておりますのは、管内の

５つの自治体でございます。 

 この５人の首長と一緒に、９月４日には、北海道及び道議会、次の５日には、内閣府北

方対策本部、外務省並びに道内の選出国会議員のところへ要請を行って、四島の現在のロ

シア住民と、それから、根室管内の隣接地域自治体との直接的な相互親睦を図り、相互理

解を進めて、ともに交流できる、そういう体制を整えてことが大事なことであるというこ

とで要請活動を行ったところでございます。 

 また、毎年行われております根室管内の期成会の要請活動でございますけれども、これ
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は、８月の６日・７日、２日間において実施されまして、道庁関係、並びに７日は、中央

省庁、国会議員等に要請活動を行っております。 

 あと、今年は、特に、特徴的には、いつもは、要請書を関係省庁に手渡しで提出して、

こういう要請が課題となっていますというようなことを言っていただけなんですけれど

も、今年は農水省におきまして、関係班長さん方が意見交換会の場を設定していただきま

して、班別としましたから全部の５つの自治体の首長方ではございませんでしたけれど

も、私が所属しました第３班の人間全員と、それと農水省の関係班長さん方とで意見交換

会を開きまして、うちの課題を多々言ったところでございます。 

 こういう行動を行ったのは、今までの期成会の活動の中で初めてでございまして、大変

有効な意見交換会であり、単に要請書を渡す要請活動だけではなくて、こういったしっか

り意見交換会をし、地元の気持ち、実情を口を通して伝えていくことが大事なことだとい

うことで、今後ともこういう取組に取り組んでいきたいと、そういうふうに感想を感じて

いるところでございます。 

 今後とも、町及び管内おける懸案事項については、関係機関とともに積極的に要望・要

請活動をしていくことによって、地域の実情を中央官庁に分かってもらうと、そういうこ

とも大切なことだというふうに考えております。 

 それでは、次に、産業の動向について申し上げます。 

 酪農・畜産の情勢でございますけども、町内の生乳生産は、本年１月から７月末までで

ございますけど、２８万６,０００トン、２８万６,０００トンでございまして、これは、

対前年比１００.２％、販売額で言いますと２９４億円。 

 これは、対前年比で１０３.２％、これは、生乳価格が上がったためというふうに考え

ております。 

 昨年の牧草の品質の低下による影響がどれぐらい出るのかちょっと心配していたところ

でございますけれども、おかげさまで前年度同程度に推移しているということで安堵して

いるところでございます。 

 また、今年の牧草の生育状況でございますけども、これは、９月１日現在で、平年並み

に推移しており、収穫作業は、例年よりも１日遅れという状況となっております。 

 また、飼料用トウモロコシについても、平年より２日遅い生育状況となっております。 

 こう申し上げますと、平年より悪い状況かなというふうに印象を受けると思いますけれ

ども、一番草は、例年よりも品質のいいものがとれたという報告も受け取っておりまし

て、今のところ数字的に何がどのぐらいよくなったということは出ておりませんけれど

も、例年の経験から見ますと、今年は、少しよい栄養分のある牧草がとれたのかなと思っ

ておりまして、今年の後半並びに来年の前半における生乳生産量は、少し期待できるのか

なと、そんなふうに思っているところでございます。 

 また、家畜の暑熱被害でございますけれども、今年は、大変暑い日が多くありまして、

７月１日から８月２０日までの間で、５頭が日射病及び熱射病を発症しまして、そのうち

の１頭は廃用になりました。 

 まだまだ、昨日、今日と暑い日が続いておりますので、農家の皆さん方にも、今後とも

牛の管理に気をつけるよう願うところでございます。 

 次に、水産業の状況でございます。 

 野付・別海両漁協における本年１月から８月末までの漁獲量でございますけれども、こ

れは、２万５,０００トン、対前年比で１０２％、金額で申し上げますと、７２億   
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８,０００万円、これは、対前年比で１１４％と、１割強伸びております。 

 昨年より獲れ高が２％しか伸びてないのに、金額では１４％が伸びているというのは、

ホタテが高値で推移されたのかなと、そんなところも影響しているのかなというふうに考

えているところでございます。 

 また、夏のホッカイシマエビ漁でございますけども、操業前の資源調査の結果、昨年の

ほぼ倍でございます２６.９トン、これの計画で操業が始まりまして、計画数量を若干残

した中での漁期が終わりましたんで、夏漁の操業を終えているところでございます。 

 １０月には、秋エビ漁が漁期を迎えることですから、これからの秋漁にも大変期待をし

ているところでございます。 

 本町の主要漁業であります秋サケ定置網漁は、９月１日から網が入り、４日から本格操

業が始まっております。 

 水揚状況については、総体で昨年をやや上回るものの、楽観できる状況ではなくて、今

後の本格的な操業に向けて、来遊状況や価格の動向に期待をしているところでございま

す。 

 次に、商工業と観光についてでございます。 

 別海町中小企業振興行動指針、これに基づく担い手育成の一環といたしまして、昨年に

引き続き、７月に別海高校生と地元企業との懇談会を開催し、さらに、８月には別海高校

生の大学視察研修実行いたしました。 

 懇談会では、２３名の生徒と企業１７社の参加がありましたが、このような生徒とそれ

から企業の直接対話の機会というのは、企業の業務内容や業種への理解が生徒たちにとっ

て深まり、地元企業への就職希望者の増加に加えて、就職後の早期離職防止、これの一助

になるものというふうに考えているところでございます。 

 また、大学視察研修につきましては、１７名の生徒が参加し、北海道大学など、６校の

視察を行いましたけれども、生徒の向上心や向学心が培われ、将来の担い手として中小企

業振興につながればと、そんなふうに期待を寄せているところでございます。 

 観光客の入込数につきましては、７月末現在１５万３,６００人、これは、前年よりも

増加しております。 

 イベントの来場者は、えびまつりが例年２日だったのが、今年は１日の開催となったこ

とによりまして、若干減少したものの、野付半島ネイチャーセンターをはじめとする多く

の観光拠点への入り込みが全体的に好調だったことが主な要因であったというふうに考え

られます。 

 これから予定されております本町を代表する秋のイベントにも、町内外から多くの方々

が来町されることを願っているところでございます。 

 次に、建設工事等の発注状況でございますけれども、８月３１日現在で、工事及び業務

委託を合わせまして１０１件、金額で約５６億１,０００万円と、今年度予算の７４％を

発注しておりまして、概ね計画どおりの進捗状況となっております。 

 今後２カ年国債での道路工事や除雪作業業務委託などを予定しているところでございま

す。 

 全体に適期の発注により、技術者不足のできるだけ影響を受けないような体制を整えて

いくことも大切なことであるというふうに考えております。 

 次に、プレミアム付き商品券の事業についてでございます。 

 消費税の引き上げ伴いまして、負担緩和や消費下支えのために実施されるプレミアム付
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商品券事業の現時点での進捗状況でございますけれども、対象者のうち申請が必要となり

ます住民税の非課税者、これは３,３８３名、これに対しまして、既に購入引換券交付申

請、これの書類の送付を終えておりまして、９月２日から１１月２９日までの期間で申請

を受け付けることになっております。 

 また、申請の要らない子育て世代３２６世帯、人数で３５３人分につきましても、世帯

主宛てに購入引換券の送付を今後予定しているところでございます。 

 町内に事業所、これは店舗ですけれども、これを有する事業者を資格要件とする特定事

業者登録の状況につきましては、７月２２日から８月２３日までの募集期間を終えまし

て、８月３０日現在で、９５企業、１１２軒が登録をしております。 

 なお、商品券の使用可能期間でございます、これが大事でございますけれども、１０月

１日から令和２年３月３１日まで、本会計年度内ということですね、までとなっておりま

す。 

 次に、この間の小・中学生のスポーツの活動ぶりについて一端を御報告申し上げます。 

 ７月１３日から帯広市で開かれました第１６回アンダー１０、１０歳以下ですね、サッ

カー北北海道大会では、別海サッカー少年団１３名が出場し、見事準優勝を飾っておりま

す。 

 また、７月１４日に札幌市で開催されました第３７回の北海道小学生陸上大会、これに

は、別海陸上スポーツ少年団、この選手２２名が出場いたしました。 

 走り幅跳びで優勝、また、４年生の女子１００メートルで第３位に入賞するなど、輝か

しい成績を収められております。 

 加えて、７月から８月にかけまして道内各地で開催されました令和元年度の北海道中学

校体育大会、中体連ですね、これには、別海中央中学校のバスケットボール、バレーボー

ル、サッカー、ソフトテニス、陸上競技の各生徒が参加し、また、８月１０日から岩見沢

で開催されました北海道中学生軟式野球大会、これには、同校野球部の生徒が出場してお

りまして、このうちサッカー大会では、ベスト４進出という大変輝かしい成果を収めてお

ります。 

 そのほかにもスポーツに励む多くの子供たちが、日々ひたむきな努力を重ねておりま

す。 

 スポーツに限るものだけではありませんけれども、そのような子供たちの支援を今後と

も町として教育委員会とともにしっかり担ってまいりたいと考えております。 

 最後になりますけれども、豊原へき地保育園の閉園について御説明申し上げます。 

 豊原へき地保育園は、昭和３９年６月に床丹第２季節託児所として開所以来、豊原地域

の子育て支援と福祉の醸成に寄与してまいりました。 

 先般、豊原連合町内会会長及び豊原へき地保育園父母の会会長の連名によりまして、豊

原地域の就学前の児童数が大変減少傾向にあること、また、子供の保育環境として、一定

数の集団保育を保護者が望んでいること、これらを理由として、豊原地域全体の意見とし

て、令和２年３月３１日をもって閉園し、中春別保育園との統合を望む旨の内容とする要

望書の提出があったところでございます。 

 町としましては、今後、地域における入園児童数の増は見込めないこと、また、小学校

入学に向けた諸問題等を考慮し、このたびの地域の御判断をしっかりと受け止めまして、

要望のとおり豊原へき地保育園の閉園及び中春別保育園への統合を決めたところでござい

ます。 
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 今後は、引き続き地域の関係者の方々と協議を重ねながら、閉園並びに統合に向けた事

務を進めてまいりますので、御理解のほどをよろしくお願い申し上げます。 

 以上をもちまして、私からの行政報告とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第６ 提出案件の概要説明 

○議長（西原 浩君） 日程第６ 提出案件の概要について説明があります。 

○副町長（佐藤次春君） 議長。 

○議長（西原 浩君） 副町長。 

○副町長（佐藤次春君） おはようございます。 

 それでは、本定例会に提出いたしました議案等について、その概要を説明いたします。 

 なお、提案理由につきましては、議案等が上程された際に詳細を説明いたしますので、

私からは概略の説明とさせていただきます。 

 提出いたしました案件は、議案が１１件、諮問が３件、認定が８件、同意が３件、報告

が３件でございます。 

 まず、最初に、議案第６６号は、令和元年度一般会計補正予算でございます。 

 まず、歳入は、固定資産税収入見込額の精査に伴う増額及び交付額の決定による普通交

付税の増額、また、幼保無償化に関わる特例交付金の増額が主な内容であります。 

 歳出では、幼保無償化制度の移行に伴う私立認定こども園利用者負担の町単独負担金が

減額となる一方で、二酸化炭素排出抑制対策事業の継ぎ足し単独分の追加による増など、

増額となる経費が見込まれるため、それらを計上し、合計で４,８７０万円を増額補正す

るものです。 

 議案第６７号の令和元年度介護サービス事業特別会計補正予算では、老健施設の二酸化

炭素排出抑制対策事業費の増が主な内容で、１,８８０万円を増額補正するものです。 

 次に、議案第６８号は、令和元年度介護保険特別会計補正予算で、歳入は、介護保険料

収入見込額の増や介護保険料の軽減に伴う一般会計繰入金の増などで、歳出では、前年度

国庫支出金等の精算返還経費などを計上し、３６０万円を増額補正するものです。 

 議案第６９号の町立別海病院事業会計補正予算では、院内総合情報システム事業費の変

更により１８２万６,０００円を増額補正するものです。 

 次に、議案第７０号別海町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部改正について、及び議案第７１号別海町特定教育・保育施設及び

特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例の一部改正については、いずれも幼児教

育・保育の無償化による子ども・子育て支援法等の一部改正に伴って利用者負担額につい

て改正を行うものです。 

 議案第７２号別海町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

改正については、国が定める家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に

伴い、代替保育に関わる連携施設の確保、基準緩和などの改正を行うものです。 

 議案第７３号の別海町介護サービス利用者負担の軽減及び助成に関する条例の一部改正

については、現在実施しております訪問介護員派遣事業及びはつらつデイサービス事業を

このたび軽減対象に加えるなど、所要の改正を行うものです。 

 議案第７４号の別海町介護サービス使用料及び手数料条例の一部改正については、指定

居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準等の一部改正に伴い、居住費等の基
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準、費用額等を改正するものです。 

 次に、議案第７５号の別海町印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正については、住

民基本台帳法施行令の一部改正に伴い、所要の改正を行うものです。 

 議案第７６号の別海町牧柵等管理施設の設置及び管理に要する条例の一部改正について

は、矢臼別演習場周辺移転措置の実施により民生安定施設設置事業で取得した育成牛等の

一時管理施設の財産処分に当たり所要の改正を行うものです。 

 次に、諮問第１号から諮問第３号までの３件については、人権擁護委員候補者の推薦に

ついてです。 

 本年１２月３１日をもって人権擁護委員の３名の任期が満了となることから、法務大臣

への候補者の推薦について議会の意見を求めるものです。 

 認定第１号から認定第８号までの８件は、平成３０年度各会計決算の認定についてで

す。 

 地方自治法の規定に基づき、各会計の決算について、監査委員の意見をつけて議会の認

定に付するものです。 

 次に、同意第５号から同意第７号は、別海町固定資産評価審査委員会委員の選任につい

てです。 

 本年９月３０日をもって固定資産評価審査委員会委員の３名の任期が満了となることか

ら、新たな選任について議会の同意を求めるものであります。 

 報告第６号は、放棄した債権の報告についてです。 

 別海町債権管理条例に基づき、平成３０年度中に放棄した債権について議会に報告する

ものです。 

 報告第７号は、平成３０年度決算に基づく別海町健全化判断比率及び資金不足比率につ

いてです。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、監査委員の意見を付して議会に報

告するものです。 

 報告第６号は、専決処分の報告についてです。 

 根室中部３号主要幹線改良舗装工事請負契約の一部を変更する必要が生じ、専決処分を

行ったことから、その内容について議会に報告するものであります。 

 以上で提出いたしました議案等の概要説明とさせていただきます。 

御審議の上、御決定を賜りますようお願いを申し上げます。 

────────────────────────────────── 

◎委員会付託省略の議決 

○議長（西原 浩君） ここでお諮りします。 

本定例会に提出されております日程第７ 議案第６６号から日程第２０ 諮問第３号ま

での１４件、及び日程第２９ 同意第５号から日程第３１ 同意第７号までの３件、合わ

せて１７件については、会議規則第３９条第３項の規定に基づき、委員会の付託は省略し

たいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、日程第７ 議案第６６号から日程第２０ 諮問第３号までの１４件、及び

日程第２９ 同意第５号から日程第３１ 同意第７号までの３件、合わせて１７件につい
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ては、委員会の付託は省略することに決定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第６６号 

○議長（西原 浩君） 日程第７ 議案第６６号 令和元年度別海町一般会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

○財政課長（寺尾真太郎君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（寺尾真太郎君） はい。 

 議案第６６号の内容を説明いたします。 

別冊の令和元年度別海町一般会計補正予算書の１ページをお開きください。 

令和元年度別海町一般会計補正予算（第２号）。 

令和元年度別海町一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算の補正。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，８７０万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１９６億２，１７０万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

第２条、債務負担行為の補正。 

債務負担行為の追加・変更は、「第２表 債務負担行為補正」による。 

第３条、地方債の補正。 

地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

２ページをお開きください。 

「第１表 歳入歳出予算補正」で、補正額の欄で申し上げます。 

まず、「歳入」です。 

１款町税、２項で７,０４９万２,０００円の増。 

１０款地方特例交付金、１項で１,５２９万円の増。 

１１款地方交付税、１項で６,９８４万２,０００円の増。 

１４款使用料及び手数料、１項で１,３０１万８,０００円の減。 

１５款国庫支出金、１項と２項で４４２万１,０００円の増。 

１６款道支出金、１項から３項で３３７万９,０００円の増。 

１７款財産収入、１項で２０万円の増。 

１８款寄附金、１項で２８万円の増。 

１９款繰入金、１項で１億４,７２０万円の減。 

２０款繰越金、１項で１,１３８万７,０００円の増。 

２１款諸収入、５項で１,１３６万４,０００円の増。 

２２款町債、１項で２,２２６万３,０００円の増。 

歳入合計で４,８７０万円の追加です。 

３ページにお進みください。 

「歳出」です。 

２款総務費、１項で３,４２３万２,０００円の増。 

３款民生費、１項と２項で７８９万８,０００円の減。 
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６款農林水産業費、１項と４項で１,４１７万１,０００円の増。 

７款商工費、１項で５１５万９,０００円の増。 

８款土木費、２項で２４０万円の減。 

１０款教育費、１項及び４項から６項で５４３万６,０００円の増。 

歳出合計で４,８７０万円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額をそれぞれ１９６億

２,１７０万円とするものです。 

４ページをお開きください。 

「第２表 債務負担行為補正」で、今回は、３件の「追加」と１件の「変更」です。 

まず、「追加」の１件目、「防衛施設周辺障害防止事業」は、矢臼別演習場の土砂流出対

策工事とモニタリングの業務で、期間は令和２年度、限度額は３,７９３万２,０００円。 

２件目は、「防衛施設周辺道路整備事業における根室中部３号主要幹線改良舗装工事」

で、期間は令和２年度、限度額は９,６００万円。 

３件目も同じく「防衛施設周辺道路整備事業（中西別上風連線改良舗装工事）」で、期

間は令和２年度、限度額は２億２,１００万円とするものです。 

続いて、「変更」です。 

ふるさと交流館の指定管理者に対する委託料ですが、この１０月からの消費税引き上げ 

予定に伴い指定管理委託料も引き上げる必要が生じたことから限度額を変更するもので、

期間に変更はなく、限度額「１億２,３４３万５,０００円」を変更後において「１億  

２,９６３万８,０００円」とするものです。 

次に、「第３表 地方債補正」で、３件の「変更」です。 

１件目、「庁舎等整備事業」は、二酸化炭素排出抑制対策事業の増により借入限度額の

増額。 

２件目、「臨時町道整備事業」は、予定した工事の発注状況などから今後の支出見込額

の精査により限度額の減額。 

３件目、「臨時財政対策債」は、借入可能額の確定により限度額を増額するものです。 

各項目の変更額につきましては、説明を省略させていただきます。 

なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、各項目ともに変更はございませ

ん。 

一番下の合計になりますが、補正前の借入限度額「２５億９０万円」に２,２２６万 

３,０００円を追加し、補正後の限度額を「２５億２,３１６万３,０００円」とするもの

です。 

次に、「歳入歳出補正予算事項別明細書」ですが、１の「総括」は省略し、２の「歳

入」から説明いたします。 

７ページをお開きください。 

２の「歳入」です。 

目の欄の補正額で説明いたします。 

１款町税、２項１目固定資産税、７,０４９万２,０００円の増は、当初の賦課決定に伴

います収入見込額の精査によるものです。 

１０款地方特例交付金、１項１目地方特例交付金、１,５２９万円の増は、幼児教育・

保育の無償化に伴い、町立認定こども園などの保育料収入が減収となる分、また、私立の

認定こども園に対する給付費の町負担の増に対して国からの特例交付金を見込むものが、

主な内容となっております。 
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１１款地方交付税、１項１目地方交付税、６,９８４万２,０００円の増は、令和元年度

普通交付税の交付決定によるものです。 

８ページをお開きください。 

１４款使用料及び手数料、１項２目民生使用料、９１９万円の減、及び７目教育使用料、

３８２万８,０００円の減は、幼児教育・保育の無償化に伴い、町立の認定こども園・へ

き地保育園の保育料収入見込額減額精査によるものです。 

１５款国庫支出金、１項２目民生費国庫負担金３５６万９,０００円の増は、低所得者

に係る国からの介護保険軽減保険料負担金の増によるものです。 

続いて、２項２目民生費国庫補助金８５万２,０００円の増は、消費税引き上げに伴い

ます障害者自立支援給付システム改修に対する地域生活支援事業費等補助金を増とするも

のです。 

９ページにお進みください。 

１６款道支出金、１項１目民生費負担金、１７８万４,０００円の増は、１５款国庫支

出金と同様に低所得者に係る北海道からの介護保険軽減保険料負担金の増によるものです。 

２項１目総務費補助金、１４万５,０００円の増は、土地利用規制等対策費交付金及び

北方領土啓発看板の補修費等に充てる北方領土隣接地域振興等補助金の交付決定によるも

のです。 

５目商工費補助金、７５万円の増は、ＵＩＪターン新規就業支援事業費に対する地方創

生推進交付金を増額するものです。 

３項５目教育費委託金、７０万円の増は、北海道からの委託事業として実施する幼小教

育接続円滑化モデル事業委託金を増額するものです。 

１７款、１項２目利子及び配当金、２０万円の増は、根室中標津空港ビル株式会社から

の株式配当金によるものです。 

１０ページをお開きください。 

１８款寄附金、１項２目教育費寄附金、２８万円の増は、本目新設で、生涯学習セン

ター建設などに係る特定寄附金によるものです。 

１９款繰入金、１項１目財政調整基金繰入金は、１億４,７２０万円の減で、補正後の

財政調整基金繰入額は９億２,５８０万円となり、予算上の年度末の基金残高は７億  

８,４６０万５,０００円を予定としております。 

２０款繰越金、１項１目繰越金、１,１３８万７,０００円の増は、前年決算額確定によ

るものです。 

１１ページにお進みください。 

２１款諸収入、５項１目雑入、１,１３６万４,０００円の増は、内示額通知による二酸

化炭素排出抑制対策事業費等補助金のほか、歳出予算のほうで一時支払いを行った後、戻

入れが行われることを見込む南知床４町地域雇用創造協議会戻入金、また、幼児教育・保

育の無償化制度の実費負担であります副食費の収入を諸収入で計上することなどによるも

のです。 

１２ページをお開きください。 

２２款町債、１項１目総務債、２,２７０万円の増、４目土木債、１５０万円の減、 

７目臨時財政対策債、１０６万３,０００円の増は、先ほど、４ページ、第３表の「地方

債の補正」と内容が同様となりますので、説明を省略させていただきます。 

以上が「歳入」となります。 
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次に、「歳出」で、１３ページをお開きください。 

３の「歳出」です。 

こちらも目の欄の補正額で説明いたします。 

２款総務費、１項５目財産管理費、２８万円の増は、生涯学習センター建設などのため

にいただいた寄附について、生涯学習振興基金に積立てを行うものです。 

６目企画費、３万円の増は、ＪＲ北海道根室線支援のための沿線自治体負担金によるも

のです。 

１１目環境対策費、２,９９０万７,０００円の増は、酪農工場及び保健センターの省エ

ネ照明機器等の導入につきまして、当初補助対象箇所の工事として予定しておりましたが、

倉庫や機械室などの補助対象外箇所についても地方債を活用し実施したいとすることによ

るものです。 

１３目特定防衛施設周辺整備費、４０１万５,０００円の増は、１４ページにわたりま

すが、道路改良工事請負費などの支出見込額の精査による減額の一方で、労務単価等の上

昇により今後発注予定の調査設計費に不足が見込まれることによるものです。 

１５ページまでお進みください。 

３款民生費、１項２目老人福祉費、８０３万５,０００円の増は、ケアハウスの高圧電

気設備の点検結果不良によります改修工事の工事費のほか、今回の補正に伴いまして介護

サービス事業特別会計及び介護保険特別会計への繰出金をそれぞれ増減するものです。 

４目障害者福祉費、４１９万１,０００円の増は、消費税率改定に伴う障害者自立支援

給付システム改修費のほか、前年度の障害者自立支援給付事業の精算に伴い、北海道への

返還金が生じることによるものです。 

続いて、２項児童福祉費、１６ページをお開きいただき、１目児童福祉総務費、   

１,９２２万４,０００円の減は、幼児教育・保育の無償化改正に伴い、私立幼稚園に対す

る町単独軽減分の負担金の減が主な内容です。 

４目保育園費、９０万円の減は、こちらは、中春別認定こども園経費の学校給食費負担

の減となりますが、こちらにつきましては、中春別認定こども園は、現在給食センターの

給食を提供しておりまして、その給食にかかる副食、つまりおかず分等の負担は、これま

で歳入予算を編成し保育料として受けておりましたために、歳出予算を編成して給食セン

ターに支払うという仕組みになっておりましたが、このたびの幼児教育・保育の無償化制

度に伴いまして、学校給食と同様、直接給食センターのほうに納付する仕組みとなります

ことから、今後不要となる当該経費について精査、減額するものです。 

１７ページにお進みください。 

６款農林水産業費、１項３目農業振興費、２７１万９,０００円の増は、多面的機能支

払交付金の過年度精算による北海道への返還金のほか、酪農工場の給水装置であります加

圧給水ユニットの不具合に伴う更新経費によるものです。 

４目畜産業費、６３９万円の増は、矢臼別演習場周辺酪農家の移転措置に伴い、町有の

パドック撤去費用などが必要となりますことから、矢臼別演習場周辺農業用施設設置助成

事業を増額するものです。 

４項２目水産業振興費、５０６万２,０００円の増は、風蓮湖内に大量発生しておりま

すモクズガニの駆除経費について補助を行う沿岸漁業振興対策経費を増額するほか、１８

ページをお開きいただき、右上になりますが、ニシン種苗生産センターにおいて不具合が

起きておりますポンプ類などの改修経費によるものです。 
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１９ページにお進みください。 

７款商工費、１項１目商工業振興費、４７７万８,０００円の増は、北海道が実施する

移住者支援対策を活用いたしまして、町内移住者に対し支援金を交付するＵＩＪターン新

規就業支援事業の新規立ち上げによるもののほか、根室管内４町広域連携事業であります

「南知床４町地域雇用創造協議会」への負担金によるものです。 

なお、こちらの負担金は、一旦支払いを行いますが、負担先の協議会のほうで国庫金な

どの収入をした後、年度内に必要な経費を除いて精算される予定でありますため、戻入れ

の歳入予算を計上する仕組みとなっております。 

続いて、３目ふるさと交流館費、３８万１,０００円の増は、消費税率引き上げに伴い

ますふるさと交流館の指定管理委託料の増額によるものです。 

２０ページをお開きください。 

８款土木費、２項２目道路維持費、６１０万円の増は、労務単価上昇に伴います町道維

持補修事業の支出見込額の精査によるものです。 

３目道路新設改良費、８５０万円の減は、臨時町道整備事業費の支出見込額精査による

ものです。 

２１ページにお進みください。 

１０款教育費、１項３目教育指導費、７０万円の増は、幼児教育と小学校教育の双方の

理解を深め、円滑な接続のために取組を支援する北海道のモデル事業について、野付・中

春別地区の小学校及び認定こども園において当該モデル事業を受託し実施する見通しが立

ちましたことから、必要経費について教育指導経費の中で増額するものです。 

４項１目幼稚園管理費、１４万３,０００円の増は、幼児教育・保育の無償化制度の開

始に当たり、１号認定から２号認定に移行する方も見込まれることから、おやつ代であり

ます賄材料費の不足見込額について増額するものです。 

５項１目社会教育総務費、２３万６,０００円の増は、奥行臼駅逓所の一般公開来場者

の増に対し、受付業務等のパート職員を増員して対応しているところですが、現状を踏ま

えまして、今後の賃金に不足が見込まれることから増額するものです。 

２２ページをお開きください。 

７目西公民館費、３５万３,０００円の増は、西公民館の浸透桝破損に係る修繕料を見

込むものです。 

８目図書館費、４８万４,０００円の増は、図書館システムを運用するパソコンの通信

セキュリティを強化する必要があり、それに伴い図書館システムの再設定に要する業務委

託料によるものです。 

６項１目保健体育総務費、２９２万円の増は、特に小・中学生のスポーツ団体の活躍に

より、今後のスポーツ団体等派遣補助に不足が見込まれることによるものです。 

５目パイロットマラソン大会費、６０万円の増は、パイロットマラソン補助金におきま

して、参加申込者数が当初の見込みを下回り、参加料収入が減額とするなる中で、大会運

営経費を精査してもなお不足が見込まれますことから、追加補助したいとするものです。 

以上で議案第６６号一般会計補正予算の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第６６号の内容説明が終わりましたが、ここで１０分間休憩

いたします。 
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午前 １１時００分 休憩 

────────────── 

午前 １１時１０分 再開 

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 先ほど議案第６６号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行います。 

質疑に入ります。 

○１３番（中村忠士君） はい。 

○議長（西原 浩君） １３番中村議員。 

○１３番（中村忠士君） はい。 

 ３点ほどちょっと質問したいと思うんですけど。 

 １点目はですね、債務負担行為補正で、変更部分、ふるさと交流館の委託料に関する限

度額を６００万円ほど増額するっていう話ですけど、説明では、消費税増税分というお話

でしたけれども、６００万円の増額ですから、単純に消費税増税分だけっていうことでは

ないのかなっていう感じがするんですが、ちょっと説明をいただければというふうに思い

ます。 

 かかわってなんですが、歳出の部分で指定管理費の増額が、やはりふるさと交流館に関

わってあります。 

 すごい単純な質問なんですけれど、指定管理費に関しては、ふるさと交流館だけじゃな

くて多岐にわたっているわけですが、今回、ふるさと交流館だけが出てきているっていう

ことはどういうことかなって、非常に単純にですね、そう思ったんで、その点を質問いた

します。 

 それが、１件目ですね。 

 それから、２点目なんですが、これもちょっと項目が多岐にわたっているんで、一括し

た形でちょっと質問しますけれど、今回の保育料の無料化の問題でいろいろな部分で出て

きているわけですけれども、国の今回の制度改正が、町財政にどういうふうな影響を与え

ているかということを概括してどういうふうに言えるのかっていうことをちょっとお聞き

したいなというふうに思うんです。 

 特に、町独自にやっていた支援策が今まであるわけですけれども、この制度改定によっ

て支出しようとしていた部分が支出しなくても済むというところがあるわけですよね。 

 そういう使わなくても済む予算が出てくる額の総額は、幾らぐらいになるのかなと。 

 逆に出ていく部分もあるのかなっていうふうに思いますから、そのプラスマイナスが総

額として、大体ざっくりでいいですので、予算上余裕がどのぐらい、余裕っていうのかな、

財源が新たに生み出されるっていう言い方もできるのかもわかりませんけれども、そこら

辺プラス面どういうふうになるのかっていうことをちょっとお聞きかせ願いたいのと、こ

の無料化にかかわってですね、食費の実費をいただくということになるのだけど、負担増

になる家庭はあるのかないのかっていうことですよね。 

 ざっと見たところないのかなっていう感じはするんですが、もしかしたらあるかもしれ

ないので、そこら辺あるとしたら、具体例をちょっと示していただければというふうに思

います。 

 それから、最後３点目なんですが、１９ページのＵＩＪターン新規就業支援事業なんで

すが、また、新しい言葉がいろいろ出てくるんですね、ＵＩＪターン、ＵターンとかＩ

ターンとか複合した言葉のようですけど、これ事業内容をちょっとお知らせいただければ
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と思います。 

 以上です。 

○商工観光課長（伊藤輝幸君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（伊藤輝幸君） はい。 

 ただいまの中村議員からの御質問についてお答えを申し上げます。 

 まず、指定管理料の増額についてでございますが、こちらにつきましては、ふるさと交

流館の指定管理料におきまして、消費税分は、現在８％で積算をしておりましたが、１０

月からの２％の増税分として、１０月以降下半期分の３８万９７２円を増額するものです。 

 なお、ふるさと交流館におきまして、このような処理を行いましたのは、他の指定管理

施設におきましては、年度当初より１０％への増額対応をしておりましたが、ふるさと交

流館におきましては、そのことを失念しておったものでございます。 

 ので、このタイミングで行わせていただきました。 

 また、債務負担行為の額でございますけれども、こちらは、平成３０年度から令和２年

度までの指定管理期間の中におきまして、これまで既にですね、指定管理料の増額を行っ

てきた経緯がございます。 

 年度ごとに申し上げます。 

 平成３０年度におきましては、総額３６０万１,２１２円。 

 こちらにつきましては、施設設備の老朽化によりまして故障が発生し、その修理が完了

するまでの間について営業継続するために、新たな費用負担が発生しましたため、その補

填として指定管理料の増額を行ったものです。 

 令和元年度分でございます。 

 こちらにつきましては、総額１８３万８,８３３円。 

 こちらにつきましては、昨年の北海道胆振東部地震におきまして長時間停電が起き、ふ

るさと交流館の運営に被害が生じましたため、その実費分を弁済したものでございます。 

 こちらの金額は、約１４５万円となってございます。 

 また、先に申し上げました消費税の総額分を計算したものでございます。 

 その合計が１８３万８,８３３円でございます。 

 また、令和２年度におきましても、消費税の増税分がございますので、そちら１年間分

の８％から１０％への２％の増の部分を計算いたしまして７６万１,９４４円、合計で 

６２０数万円の増というふうにしたものでございます。 

 引き続きまして、ＵＩＪターン新規就業支援事業について御説明を申し上げます。 

 本事業につきましては、地方の担い手不足への対処や移住者支援を目的として、東京 

２３区在住者または東京圏から東京２３区への通勤者で、地方への移住を希望する者に対

し、国、都道府県及び市町村が連携して、地元企業とのマッチング支援や、移住の際の支

援を図るものでございます。 

 この事業によりまして移住された方には、移住支援金が交付されます。 

 移住支援金は、世帯で１００万円、単身で６０万円となってございます。 

 なお、移住者とのマッチングを希望する中小企業の事業者は、北海道が開設している

マッチングサイトへの登録が必要となります。 

 この登録は無料でありまして、移住支援金の負担もありません。 

 本町におきましても、各産業で担い手不足が深刻化しているため、本事業を活用するこ
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とで、都市部に集中している人材を本町に呼び込むことが期待できるとしているものでご

ざいます。 

 なお、本年度の事業想定数につきましては、世帯１件というふうに想定してございます。 

 以上です。 

○福祉課長（干場みゆき君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 福祉課長。 

○福祉課長（干場みゆき君） はい。 

 私からは、２点目の「国の財源の影響額は」という御質問に対してお答えしたいと思い

ます。 

 無償化による主な影響としましては、９月以降の保育料ベースでの試算ではありますけ

れども、収入で、公立保育園・幼稚園分の保育料は、１０月から３月の半年分で    

１,３００万円ほどの減収を見込んでおります。 

 また、歳出では、無償化によりまして、私立認定こども園に対する町独自軽減分の利用

者負担を補填している助成額、こちらを１,９００万円の減額となる見込みでおります。 

 なお、負担額が増額となる方と申しますのは、保育料が基本的にかかっていなかった方

が想定されるかと思いますが、こちらは、今の試算では４５名ほどいらっしゃいます。 

 以上です。 

○１３番（中村忠士君） はい。 

○議長（西原 浩君） １３番中村議員。 

○１３番（中村忠士君） はい。 

 ふるさと交流館だけが失念していたんですよね。 

 そういうお答えだったかなっていうふうに思うんですが、どうしてそういう事態が起こ

るんだろうかなっていう感じがするわけです。 

 その点でもしお答えいただければというふうに思うのが１点と、それから、もう一点で

すが、収入の分、支出の分でそれぞれ減ということで、プラスマイナスすると６００万円

ほど、このことによって財政的には残るといいますかね、半年分でそういうこと、１年間

分だとしたら１,０００万円をちょっと超えるというような額かなっていうふうに思うん

ですが、そういうふうに生み出された財源をですね、生み出されたというか、新たに生ま

れる財源をより子育て支援に拡大していく、制度を拡大していくために使うというような

考え方がほしいなっていうふうに思いますけれども、その点についてもし町長の考え方が

あればお知らせいただければと思います。 

 それから、負担増になる家庭というか、人数的には４５人というお知らせでしたけれど

も、具体例としては、最大どのぐらいの負担増になるのか、最小でどのぐらいの負担増に

なるのか、ちょっとモデル的に教えていただければと思います。 

○商工観光課長（伊藤輝幸君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（伊藤輝幸君） はい。 

 ふるさと交流館指定管理料の再計算に伴うことでございますけれども、原因ということ

は、私を含めます担当課の理解不足、注意不足だったというふうに痛感してございます。 

 今後このようなことがないように注意してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○福祉課長（干場みゆき君） はい、議長。 
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○議長（西原 浩君） 福祉課長。 

○福祉課長（干場みゆき君） はい。 

 それでは、「負担増になられる方の最大で幾らか最低で幾らか」ということですけれど

も、保育料がゼロ円でしたという方々からの実費徴収が生じることからへの増額の部分と

いうふうになるかと思いますけれども、副食費が実費徴収とされたことで、保育料として

はゼロ円でしたけれども、そちらは無償化になりましたので、今後、実費として徴収する

額の最低ではですね、給食センターを利用されている方は４,８４０円は負担がかかると、

それから最高で６,０００円程度の目安で負担がかかるという、最高額で６,０００円とい

うふうになっております。 

 これは、主食代も含めての今額になっておりますが、副食で申しますと、最低で   

３,８００円程度、最高で４,４００円程度になっております。 

 以上です。 

○副町長（佐藤次春君） 議長。 

○議長（西原 浩君） 副町長。 

○副町長（佐藤次春君） はい。 

 子ども・子育て、幼児の無償化に伴う財源といいますか、増減の話からですね、少し補

足をさせていただきたいと思うんですけども。 

 まず、今回、認定こども園の利用者負担軽減として町単独で行っている部分につきまし

ては、先ほど福祉課長も申し上げましたとおりですね、１,９００万円ほど町の支出が減

というふうになります。 

 これは、予算書のほうでいいますとですね、１６ページのところの数値というふうにな

ります。 

 伴って減額となる部分ですけれども、これも福祉課長申し上げましたけども、使用料の

減額ということが出てまいります。 

 これは、予算書でいいますと８ページの民生使用料、教育使用料の合計額が１,３００

万円と。 

 それと、もう一つ歳入で申し上げますとですね、７ページの地方特例交付金、この分が

ですね、うちの場合は、単独助成をもう既にやっていましたけれども、やっていない市町

村は新たに負担が生じるということになりますので、その部分をこの特例交付金でですね、

補填するというのが今回の国としての対応の考え方です。 

 これにつきましては１,５２９万円ぐらいを見込んでいるということですけれども、こ

れは、令和元年度についての対応ということを国が今言っています。 

 令和２年度以降は、そしたらどうするのかということですが、これらにつきましては地

方交付税の中で積算、算入するということなもんですから、色がついてない形で交付税の

中で算入されるということになります。 

 ただ、先ほど申し上げました使用料ですとかは、町村にとっては目に見えて減額する部

分があるということですね。 

 それで、このことでいきますと、今まで別海町がやってきた単独の助成事業に、財源的

に、計算上はですね、浮く部分が出るのではないかということだと思いますけれども、こ

れにつきましては、元々国が幼児教育の無料化を検討しているとするという段階でですね、

先駆けて町が単独で国の決定を待ってやるべきだという判断をして取り組んでまいりまし

た。 
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 それは、平成２７年度からになります。 

 その時点では、幼児教育だけが対象になるのではないかということもありましたけども、

今回、結果として、３歳児以上については、保育園も負うということになりました。 

 それで、町が先駆けて、幼児保育について、独自の軽減をしてきた分につきましてはあ

る意味、いずれ国がそういう制度をやるだろうと。 

 ただ、それを町としては、先駆けで取り組んだということでありますので、今回の国の

制度化を持ってですね、さらに町が上乗せするような単独事業ですね、即座に何か取り組

むかということについては現時点では考えておりません。 

 ただ、今後の国のいろんな動きですとか、いろんな不都合が出てくることもあろうかと

思いますので、町の独自の対策については、今後も検討していきたいというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○１３番（中村忠士君） はい。 

○議長（西原 浩君） １３番中村議員。 

○１３番（中村忠士君） はい。 

 今は副町長からの御答弁がありましたけれども、検討する部分もあるということですか

らぜひせっかくね、子育てしやすい別海町っていうことで、全道的全国的に広まりつつあ

る別海町のブランドですかね、そういう点での、別海町という点をますます発展させてい

くっていう方向で、ぜひ考えていただければなというふうに思います。 

 今後またいろんな論議があると思いますので、そちらのほうに委ねたいと思います。 

 以上です。 

○議長（西原 浩君） そのほか質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

なければ質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第８ 議案第６７号 

○議長（西原 浩君） 日程第８ 議案第６７号 令和元年度別海町介護サービス事業特

別会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

○老人保健施設（竹中利哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 老人保健施設事務長。 

○老人保健施設（竹中利哉君） はい。 

議案第６７号令和元年度別海町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）の内容に

ついて説明をいたします。 

別冊の別海町介護サービス事業特別会計補正予算書１ページをお開きください。 

令和元年度別海町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）。 

令和元年度別海町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 

第１条、歳入歳出予算の補正。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,８８０万円を追加し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ５億３,０５０万円とする。 

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳
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出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

第２条、地方債の補正。 

地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

２ページをお開きください。 

「第１表 歳入歳出予算補正」です。 

補正額の欄で申し上げます。 

まず、「歳入」です。 

４款繰入金、１項で４万２,０００円の減。 

５款繰越金、１項で１０万３,０００円の増。 

６款諸収入、１項で２８３万９,０００円の増。 

７款町債、１項で１,５９０万円の増。 

歳入合計で１,８８０万円の増です。 

次に、「歳出」です。 

同じく補正額の欄で申し上げます。 

１款介護サービス事業費、１項で１,８８０万円の増、歳出合計で１,８８０万円を増額

し、補正後の歳入歳出予算の総額をそれぞれ５億３,０５０万円とするものです。 

３ページへお進みください。 

次に、「第２表 地方債補正」です。 

今回の補正は、地方債の限度額を変更するもので、二酸化炭素排出抑制対策事業費の増

に伴い、起債の限度額を変更するものであります。 

なお、起債の方法、利率、償還の方法に変更はありません。 

３ページ中ほどになりますが、補正前の限度額６００万円を１,５９０万円増額し、補

正後の限度額を２,１９０万円とするものです。 

次の歳入歳出補正予算事項別明細書ですが、１の総括は説明を省略し、２の歳入から説

明をいたします。 

７ページをお開きください。 

「２、歳入」です。 

目の欄の補正額で説明いたします。 

４款繰入金、１項 1 目繰入金、４万２,０００円の減は、二酸化炭素排出抑制対策事業

費の増と、平成３０年度決算による繰越金の額の確定による減です。 

老人保健施設のＬＥＤ照明等の導入を行います、二酸化炭素排出抑制対策事業費の増に

つきましては、当初、補助対象箇所の工事を予定しておりましたが、倉庫や機械室等の、

補助対象外の箇所についても、地方債を活用し、工事を実施したいとするものです。 

５款繰越金、１項１目繰越金、１０万３,０００円の増は、平成３０年度繰越金の額の

確定によるものです。 

８ページをお開きください。 

６款諸収入、１項１目雑入２８３万９,０００円の増。 

７款町債、１項１目介護サービス事業債、１,５９０万円の増は、いずれも二酸化炭素

排出抑制対策事業費の増に伴う補助金及び老人保健施設整備事業債借入れの増によるもの

です。 

「歳入」は以上です。 

９ページをお開きください。 
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「３、歳出」です。 

同じく目の欄の補正額で説明します。 

１款介護サービス事業費、１項１目老人保健施設費、１,８８０万円の増は、二酸化炭

素排出抑制対策事業費の増によるものです。 

「歳出」は以上です。 

以上で議案第６７号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第６７号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります 

質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第９ 議案第６８号 

○議長（西原 浩君） 日程第９ 議案第６８号 令和元年度別海町介護保険特別会計補

正予算（第２号）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 介護支援課長。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい。 

議案第６８号の内容説明をいたします。 

別冊の令和元年度別海町介護保険特別会計補正予算書、１ページをお開きください。 

令和元年度別海町介護保険特別会計補正予算（第２号）。 

令和元年度別海町介護保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算の補正。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３６０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ１１億７，０７０万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

２ページをお開きください。 

「第１表 歳入歳出予算補正」です。 

最初に、「歳入」です。 

補正額の欄で説明します。 

１款保険料、１項で１５８万３,０００円の増。 

３款国庫支出金、１項と２項で、２０３万円の減。 

７款繰入金、１項と２項で、４０１万４,０００円の増。 

８款繰越金、１項で３万３,０００円の増。 

歳入合計で３６０万円の増額です。 

次に、「歳出」です。 

同じく補正額の欄で説明します。 

１款総務費１項で１万６,０００円の増。 

５款諸支出金、１項で３５８万４,０００円の増。 
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歳出合計で３６０万円を増額し、補正額の歳入歳出予算の総額をそれぞれ１１億   

７,０７０万円とするものです。 

次の事項別明細書ですが、１の総括については省略させていただき、２の歳出から説明

いたします。 

５ページをお開きください。 

「２、歳入」です。 

目の欄、補正額で説明します。 

１款保険料、１項１目第１号被保険者保険料、１５８万３,０００円の増は、令和元年

度本賦課による見込み額の増によるものです。 

３款国庫支出金、１項１目介護給付費負担金１８０万１,０００円の増は、令和元年度

国庫負担金、当初見込み額の増額によるものです。 

２項１目調整交付金、３８３万１,０００円の減は、令和元年度国庫補助金、当初見込

み額の減額によるものです。 

６ページをお開きください。 

７款繰入金、１項１目一般会計繰入金、７１３万８,０００円の増は、令和元年度低所

得者保険料軽減に伴う、国等負担金による事務費繰入金の増額によるものです。 

２項１目介護給付費準備基金繰入金３１２万４,０００円の減は、令和元年度決算見込

みによる介護保険給付費準備基金繰入金の減額によるものです。 

８款繰越金１項１目繰越金３万３,０００円の増は、平成３０年度決算額確定に伴う余

剰金処分によるものです。 

続いて、７ページをお開きください。 

「３、歳出」です。 

同じく目の欄、補正額で説明いたします。 

１款総務費、１項１目一般管理費、１万６,０００円の増は、介護保険制度改正に伴う

資料作成管理費の増によるものです。 

介護保険制度の改正に伴い、資料の内容訂正シートの作成費用に不足が生じることから

補正を行うものです。 

５款諸支出金、１項２目償還金、３５８万４,０００円の増は、平成３０年度介護給付

費及び地域支援事業交付金の精算に伴う、国支払い基金への返還金です。 

以上、議案第６８号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第６８号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 議案第６９号 

○議長（西原 浩君） 日程第１０ 議案第６９号 令和元年度町立別海病院事業会計補

正予算（第１号）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

○病院事務課長（小川信明君） はい、議長。 
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○議長（西原 浩君） 病院事務課長。 

○病院事務課長（小川信明君） はい。 

議案第６９号の内容説明をいたします。 

 別冊の町立別海病院事業会計補正予算書の１ページをお開き願います。 

 令和元年度町立別海病院事業会計補正予算（第１号）。 

 第１条、総則。 

 令和元年度町立別海病院事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 第２条、資本的収入及び支出。 

 予算第４条の資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 資本的支出額に対して不足額７,１２０万２,０００円は、過年度分損益勘定留保資金

７,１２０万２,０００円で補填するものとする。 

 収入の１款資本的収入、１項で９０万円を増額し、２億６,３９２万６,０００円とする

ものです。 

 次に、支出の１款資本的支出、１項で１８２万６,０００円を増額し、３億３,５１２万

８,０００円とするものです。 

 第３条、起債限度額。 

 予算第５条の起債の限度額を次のとおり改める。 

 起債の目的、「院外総合情報システム整備事業」、補正前の限度額１億２,２００万円

を補正後の限度額１億２,３８０万円とするものです。 

 なお、起債の方法、及び提出並びに償還の方法は補正前と変更はありません。 

 次に、３ページの補正予算実施計画は省略させていただき、補正予算に関する説明書で

す。 

 ４ページをお開き願います。 

 「令和元年度町立別海病院事業会計補正予算実施計画説明書」です。 

 先ほど款項で説明いたしましたので、目の補正額で説明させていただきます。 

 資本的収入及び支出の「収入」です。 

 １款資本的収入、１項１目企業債、９０万円の増は、医療機械器具整備事業について起

債対象外経費の精査により起債借入額が９０万円の減となるほか、院内総合情報システム

整備事業に係る事業費の増により起債借入額が１８０万円の増となり、合わせて９０万円

を増額するものです。 

 次に、「支出」です。 

 １款資本的支出、１項１目資産購入費、１８２万６,０００円の増は、院内総合情報シ

ステム整備事業において、調剤システムの更新作業に必要な項目が増えたことにより、事

業費を増額するものであります。 

 続きまして、５ページの「令和元年度補正予算町立別海病院事業会計予定キャッシュフ

ロー計算書（間接法）」です。 

 現金の流れを示した表になります。 

 右下、下段の部分で説明いたします。 

 資金増加額の見込みで１億９,７５４万１,０００円の減額となり、資金期末残高で 

５,２８２万７,０００円となる予定です。 

 続きまして、６ページをごらんください。 

 「令和元年度町立別海病院事業予定損益計算書」です。 
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 右下、下段の下から３行目をごらんください。 

 当年度純損失を見込み１億７,１８９万９,０００円となる見込みで、一番下の当年度未

処理欠損金が２４億１,２７６万２,０００円となる見込みです。 

 ７ページの「令和元年度町立別海病院事業予定貸借対照表」と８ページの「注記表」の

説明は省略させていただきます。 

 以上で議案第６９号と内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第６９号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

 ここで１時まで休憩いたします。 

午前１１時５８分 休憩 

────────────── 

午後 ０時５６分 再開 

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 議案第７０号 

○議長（西原 浩君） 日程第１１ 議案第７０号 別海町特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを

議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

○福祉課長（干場みゆき君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 福祉課長。 

○福祉課長（干場みゆき君） はい。 

 それでは、私から議案第７０号別海町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について内容を説明いたします。 

 議案書は５ページから１７ページまでとなります。 

 内容の説明に入ります前に用語の説明をさせていただきます。 

 この特定教育保育施設といいますのは、認定こども園、幼稚園、保育所を総称したもの

になります。 

 次に、特定地域型保育事業といいますのは、ゼロ歳から２歳のお子さんをお預かりする

事業所が行う事業のことで、その事業所の利用定員や配置職員基準等の要件によって四つ

の事業類型に分かれております。 

 １つ目は、小規模保育事業、家庭的保育事業、事業所内保育事業、居宅訪問型保育事業、

この四つとなります。 

 それでは、内容説明をいたします。 

 本条例の一部改正は、令和元年１０月からの幼児教育・保育の無償化に関する「子ど

も・子育て支援法の一部を改正する法律」（以下「改正法」）といいますが、この改正法の

施行に伴い、別海町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準につ

いて必要な規定の整備等を行うものです。 

 概要としましては、３歳から５歳の子供、及び市町村民税非課税世帯に属するゼロ歳か
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ら２歳の子供に係る保育料をゼロ円に、また各施設等によって提供される便宜に要する費

用のうち、食事に要する費用として支払いを受けることができる対象内容を現行の１号認

定子どもの主食・副食に要する費用と２号認定子どもの主食に要する費用に加え、２号認

定子どもの副食費に要する費用を対象とし、費用の支払いを受ける対象の除外規定を追加

するなどの改正となります。  

 改正本文の朗読は省略させていただき、別冊の議案資料により御説明いたします。 

 議案資料は１ページから４８ページとなります。 

 １ページから４３ページまでが本改正案新旧対照表で、表の右側が改正前、左側が改正

後となっております。 

 続いて、４４ページをお開きください。 

 改正内容が複数箇所に及ぶため、別海町特定・教育保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定説明資料により、主な改正点の

み説明させていただきます。 

 改正要旨につきましては、先ほど概要で説明させていただきましたので省略させていた

だきます。 

 この資料は、左から順に区分、改正項目、改正条項、改正内容となります。 

 まず区分の１、第２条から第９条第２項中の、「支給認定」を「教育・保育給付認定」

に改める用語の改正です。 

 これは、国において新たな施設等利用給付制度が創設されたことによる用語の改正とな

ります。 

 以下、区分２から区分８までについても、同様の理由による用語の改正となりますので

省略させていただきます。 

 次に、４６ページ、区分１１の第１３条第１項は、特定教育・保育施設の保護者から支

払いを受ける利用者負担額の保育料を規定するもので、現行全てのお子さんからの保護者

から支払いを受けるとしていたものを満３歳未満保育認定子どもの保護者に係る利用者負

担額のみとするものの改正となります。 

 次に、同条第４項は、各保育施設等が保護者から支払いを受けることのできる保育料以

外の負担額のうち、食事に要する費用として支払いを受けることができる対象内容を現行

の１号認定子どもの主食・副食に係る費用、２号認定子どもの主食にかかる費用に加え、

２号認定子どもの副食に要する費用を対象とし、その費用の支払いを受ける対象からの除

外規定を追加するものです。 

 除外内容の１つは、満３歳以上教育保育認定子どもの世帯に属する者の市町村民税所得

割合算額により、教育認定子どもについては、７万７,１０１円未満の者、保育認定子ど

もについては５万７,７００円未満の者の副食費については除くとするものです。 

 ２つ目に、市町村民税額にかかわらず、満３歳以上の教育保育認定子どものうち、小学

校３年生以下の子どもが世帯に３人いる場合の教育認定子どもについては、小学校３年生

までの子どもの数のうち、第３子目以降である子どもを、保育認定子どもについては、就

学前までの子どもの数のうち、第３子目以降である子どもの副食については除くとするも

のです。 

 ３つ目に、満３歳未満の保育認定子どもの食事の提供に要する費用については、保育料

から継続して徴収することとなることから、対象から除くとするものです。 

 次に、４７ページをお開きください。 
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 区分１７の第４２条は、特定地域型保育事業者が行うべき特定教育・保育施設との連携

について規定している条項で、第２項の次に５項の追加となります。 

 主な内容としましては、特定地域型保育事業所の職員が病気や休暇等により、特定地域

型保育を提供できない場合に、事業者にかわる保育、これを代替保育といいますが、この

代替保育を提供する連携施設として、現行の認定こども園及び幼稚園、または保育所を連

携施設とすることに加え、同じ特定地域型保育事業所である小規模保育事業所等、または

企業が従業員への仕事と子育ての両立支援策として実施する事業所内保育事業を行うもの

を連携施設とすることができるとすることです。 

 また、そのための提供場所や提供事業所に関する要件を第２項から第５項を規定し追加

するものです。 

 さらに、第８項は、保育所型事業所内保育事業を行うものうち、満３歳以上の児童を受

け入れているものについては、連携施設を確保しないことができるものとする内容を追加

するものです。 

 次に、４８ページをごらんください。 

 区分２６の附則第５条は、特定地域型保育事業者が連携施設の確保が困難な場合におけ

る連携施設確保の経過措置について、連携施設の要件を満たした事業者が少数である現状

を踏まえ、連携施設を確保しないことができるとする経過措置期間を現行の５年から１０

年に延長する改正となります。 

 その他の改正内容につきましては、改正法に関連する条項文の整備及び用語その他字句

の整備となりますので、説明は省略させていただきます。 

 なお、附則として、この条例は、令和元年１０月１日から施行するものです。 

 以上で議案第７０号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第７０号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

 質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 議案第７１号 

○議長（西原 浩君） 日程第１２ 議案第７１号 別海町特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業の利用者負担等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題

といたします。 

 内容について説明を求めます。 

○福祉課長（干場みゆき君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 福祉課長。 

○福祉課長（干場みゆき君） はい。 

 議案第７１号別海町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について内容説明をいたします。 

 議案書１８ページをお開き願います。 

 本条例の一部改正は、子供子育て支援法施行令の一部改正により、認定こども園等を利

用する３歳から５歳の全ての子供の保護者及び市町村民税非課税世帯の０歳から２歳の子
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どもの保護者の利用者負担額が、ゼロ円となることなどから改正が行われたことから、別

海町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例の一部を改

正しようとするものです。 

 改正本文の朗読は省略させていただき、別冊の議案資料により、説明いたします。 

 議案資料４９ページをお開き願います。 

 条例の一部を改正する条例の新旧対照表で、表の右側が改正前、左側が改正後となって

おります。  

 ４９ページ上段、第１条中「支給認定保護者」を「教育・保育給付認定保護者」に改め

る改正は、国において新たな給付制度が創設されたことに伴う用語の整理です。 

 次に、同４９ページの第３条第１項は、利用者負担額についてです。 

 資料の５０ページ下段の別表第１から７１ページの別表第３につきましては、平成２７

年度子ども・子育て支援新制度移行後における本町の利用者負担額を別表１に、平成２９

年度、認定こども園へ移行した中春別保育園における利用者負担額の激変緩和措置として

別表２及び別表３を定めたもので、この別表第１から別表第３までを削除し、改正後にお

いて第３条第１項の次に次の３項を追加するものです。 

 ４９ページ下段、第３条第２項は、３歳以上の教育認定子どもと保育認定子どもの利用

者負担額をゼロ円とする内容の追加です。 

 続いて、同条第３項は、満３歳未満保育認定子どもの利用者負担額を別表第１に定める

とするものです。 

 ５３ページをお開きください。 

 中段の改正前、現行の（３）「３号認定利用負担額基準表」を改正後において「満３歳

未満保育認定子ども利用者負担額基準表」に改めました。 

 左から階層区分、定義、利用者負担額となり、表中の第２階層、市町村民税非課税世帯

の利用者負担額を４,５００円からゼロ円とし、５４ページ下段から、５７ページの備考

につきましては、子ども・子育て支援法施行令の関連する条項文の整備となります。 

 次に、５０ページに戻っていただき、第４項は、第２項及び第３項に規定する認定子ど

もの年齢区分を当該年度の初日の前日における満年齢とし、年度の途中において変更を行

わないものとする年齢区分を追加するものです。 

 次に、５０ページ中段、第４条中の支給認定子どもを教育保育給付認定子どもに改める

改正は、国において新たな給付制度が創設されたことに伴う用語の整理となります。 

改正前の附則第３項経過措置は、認定こども園中春別保育園における利用者負担額の激

変緩和措置の経過措置を設けたものであり、このたび経過措置の適用が不要となったこと

から、附則の削除を行うものです。 

 なお、附則として、この条例は、令和元年１０月１日から施行するものです。 

 以上で議案第７１号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第７１号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

 質疑に入ります。 

 ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 
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◎日程第１３ 議案第７２号 

○議長（西原 浩君） 日程第１３ 議案第７２号 別海町家庭的保育事業等の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたしま

す。 

 内容について説明を求めます。 

○福祉課長（干場みゆき君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 福祉課長。 

○福祉課長（干場みゆき君） はい。 

 それでは、議案第７２号別海町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例の制定について内容を御説明いたします。 

 議案書は、２２ページをお開き願います。 

 内容の説明に入ります前に、用語の説明をさせていただきます。 

 この家庭的保育事業等といいますのは、ゼロ歳から２歳のお子さんをお預かりする事業

所が行う事業を総称して、等としております。 

 その事業所の利用定員や職員配置基準等の要件によって、４つの事業類型に分かれてお

り、家庭的保育事業、小規模保育事業、事業所内保育事業、居宅訪問型保育事業となりま

す。 

それでは内容説明をいたします。 

 本条例の一部改正は、国の家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の改正によ

り、本条例の一部を改正するものです。 

 国の主な改正内容は、家庭的保育事業等における代替保育に係る連携施設の確保基準の

緩和、居宅で保育を提供する場合の食事提供方法の新設、さらに、家庭的保育事業者等に

よる卒園児の受け皿の提供を行う連携施設の確保要件、及び連携施設確保の経過措置を定

める改正です。  

 改正本文の朗読は省略させていただき、別冊の議案資料により御説明いたします。 

 議案資料の７２ページをお開きください。 

 条例の一部を改正する条例の新旧対照表で、表の右側が改正前、左側が改正後となって

おります。  

 ７２ページ上段、第５条第５項中、「次条第２号」を「次条第１項第２号」に改める改

正は、第６条に項の追加を行うことによる条文中の字句の改正となります。 

 続いて、７３ページをお開き願います。 

 下段、第６条第２項から７５ページ中段の第６条第５項は、家庭的保育事業者は、職員

の病気や休暇等により保育を提供することができない場合に、当該家庭的保育事業者等を

行うものに変わる保育、これを代替保育といいますが、この代替保育を提供する連携施設

として、現行の認定こども園及び幼稚園または保育所に加え、小規模保育事業所等または

事業所内保育事業を行うものを連携施設とすること、また、そのための提供場所や提供事

業所に関する要件を追加するものです。 

 次に、７５ページ下段から７６ページ中段の、第１６条第２項は、食事の提供方法とし

て、現行の自園調理または施設からの食事の搬入に加え、居宅で保育を提供する家庭的保

育事業に限り、調理業務を適切に遂行できる能力を有し、乳幼児のアレルギー等への配慮

が適切に応じることができると認められる事業者からの食事の外部搬入を可能とする内容

を追加するものです。 
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 次に、７６ページ、第４５条第１項中、「第６条第１号」を「第６条第１項第１号」に

改める改正は、第６条に項の追加を行うことによる条文中の字句の整備となります。 

 ７６ページ中段、４５条第２項は、保育所型事業所内保育事業を行うもののうち、満３

歳以上の児童を受け入れているものについては、第６条に規定する連携施設を確保しない

ことができるものとする内容を追加するものです。 

 続いて、７７ページをお開き願います。 

 附則第２条第２項は施行日後において、家庭的保育事業者等の認可を受けた施設等につ

いて、家庭的保育事業者の居宅で保育を提供する家庭的保育事業者に限り、施行日から 

１０年を経過するまでの間は、事業所内における調理設備等の設置及び嘱託医や調理員の

配置を要しないことができるとするとともに、当該施設等内での調理を行うために必要な

体制を確保するよう努めなければならないとする内容を追加するものです。 

 続いて、附則第３条は、家庭的保育事業者が連携施設の確保が困難な場合における連携

施設確保の経過措置について、連携施設の要件を満たした事業者が少数である現状を踏ま

え、連携施設を確保しないことができるとする経過措置期間を５年から１０年に改めるも

のです。 

 なお、附則として、この条例は、公布の日から施行するものです。 

 以上で議案第７２号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第７２号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

 質疑に入ります。 

○１３番（中村忠士君） はい。 

○議長（西原 浩君） １３番中村議員。 

○１３番（中村忠士君） はい。 

 ちょっとお尋ねしますが、こういう形で基準が定められていくということですが、それ

をチェックする、基準どおりに行われているかどうかっていうチェックの体制っていうの

がどういうふうになるのか教えてください。 

○福祉課長（干場みゆき君） はい。 

○議長（西原 浩君） 福祉課長。 

○福祉課長（干場みゆき君） お答えします。 

 特定教育保育施設につきましては、道の認可によっての施設となりますので、それら監

査、指導を基準に沿って行っているかという監査につきましては、北海道において行うこ

とになります。 

 また、家庭的保育事業等につきましては、町の認可になりますので、本町のほうで監査

をすることとなります。 

 以上です。 

○１３番（中村忠士君） はい。 

○議長（西原 浩君） １３番中村議員。 

○１３番（中村忠士君） はい。 

 概略分かりましたけど、もうちょっと具体的にね、半年に１回チェックするんだとか、

１年に一回程度のチェックなんだとか、どういう人たちによってチェックされるのかと、

その辺もう少し詳しく教えてください。 

○福祉課長（干場みゆき君） はい。 
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○議長（西原 浩君） 福祉課長。 

○福祉課長（干場みゆき君） 失礼しました。 

 北海道におきましては年に１回、施設に赴きまして、担当者からのいろいろな事情を聴

取したりですね、資料をもとに監査しているところです。 

 そちらには本町の職員も同席させていただくこともございます。 

 また、本町におきましては、こちらは、本町が施設に行きまして、年に１回程度、監査

をしているところです。 

 以上です。 

○議長（西原 浩君） そのほか質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

ないようですので質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１４ 議案第７３号 

○議長（西原 浩君） 日程第１４ 議案第７３号 別海町介護サービス利用者負担の軽

減及び助成に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 介護支援課長。 

○介護支援課長（千葉 宏君） はい。 

 議案第３７号別海町介護サービス利用者負担の軽減及び助成に関する条例の一部を改正

する条例の制定について説明いたします。 

 議案書２５ページをお開きください。 

 本条例の改正は、介護保険法改正に伴い、介護予防給付から、介護予防日常生活支援総

合事業に移行となった第１号訪問事業、訪問介護員派遣事業及び第１号通所事業、はつら

つデイサービス事業について、利用者負担額を介護予防給付と同様に、本条例を準用し軽

減するため、本定例の一部を改正するものです。 

 議案本文の朗読は省略し、改正の内容は、別冊の議案資料により説明させていただきま

す。 

 議案資料の７９ページをお開きください。 

 別海町介護サービス利用者負担の軽減及び助成に関する条例の一部を改正する条例新旧

対照表、右側が改正前、左側が改正後となります。 

 第１条では、目的に、介護予防日常生活支援総合事業及び同指定事業者を加えるもので

す。 

 ７９ページから８０ページになります。 

 第２条では、軽減対象及びサービス、第１号の介護予防訪問介護、及び第４号の介護予

防通所介護を削除し、第７号として、第１号訪問事業、訪問介護員派遣事業及び第１号通

所事業、はつらつデイサービス事業を新たに加えるものです。 

 ８０ページから８１ページになります。 

 第３条、利用者負担の軽減では、別海町介護予防日常生活支援総合事業の実施に関する

要綱、第１３条の規定による利用者負担額を加え、第１号訪問事業及び第１号通所事業利

用者負担額に１０分の５を乗じて得た額に軽減する旨定めるものです。 

 ８１ページをごらんください。 
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 第７条、軽減措置の実施に関する事項では、語句の一部修正を行うものです。 

 ８１ページから８２ページにかかります第８条届出の義務及び第９条軽減の終了では、

第３号として、厚生労働大臣が定める基準に該当せず事業対象者とならなかったときを加

え、新たに届出等が必要となる事項を定めるものです。 

 附則として、この条例は公布の日から施行するとするものです。 

 以上で議案第７３号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第７３号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

 質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） ないようですので質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１５ 議案第７４ 

○議長（西原 浩君） 日程第１５ 議案第７４号 別海町介護サービス使用料及び手数

料条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

○老人保健施設事務長（竹中利哉君） 議長。 

○議長（西原 浩君） 老人保健施設事務長。 

○老人保健施設事務長（竹中利哉君） はい。 

 議案第７４号別海町介護サービス使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定に

ついて内容を説明します。 

 議案書２７ページをお開きください。 

 本条例の改正につきましては、国の指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する

基準等の一部改正に伴い、介護保険法に規定する特定介護保険施設等及び特定介護予防

サービス事業者における食事の提供に要する費用の額と、居住費等に要する費用の額が引

き上げられることになったことから、老人保健施設すこやかの食費及び居住費に係る基準

額を改正するものです。 

 また、診断書等の手数料について、老人保健施設が準用している、町立別海病院及び診

療所使用料並びに手数料条例に定められました。 

 診断書等の手数料が改正され、本年１０月１日から施行されることに伴い、本条例で定

める診断書等の手数料についても統一性を図るため、単価の改正を行い、消費税及び地方

消費税に相当する額を含まない額として条例に定め、手数料を徴収する際に、消費税及び

地方消費税を加えて徴収することとするため改正を行うものです。 

 議案の朗読については省略し、議案資料の新旧対照表で説明いたします。 

 議案資料の８３ページをお開きください。 

 「条例の一部を改正する条例の新旧対照表」です。 

 右の欄が改正前の条例、左の欄が改正後の条例で、改正箇所は下線で示しております。 

 最初に、条例本文の改正です。 

 第３条第４号の改正は、別表第１または別表２を、別表１に改めるものです。 

 改正前の条例では、別表１に定める使用料及び別表２に定める手数料を徴収できるもの

と定めておりますが、使用料及び手数料の徴収に関する規定をそれぞれ別に定め、第４号

では別表１の使用料を、新たに加える第５号で別表２の手数料を徴することができるとす
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るものです。 

 第４号の次に、新たな号を２つ加え、第５号として別表２に定める単価に消費税及び地

方消費税に相当する額を加えた額を手数料として徴収することができるとするものです。 

 ８４ページにお進みください。 

 第６号では、第５号の規定により算定した額に１円未満の端数がある場合には、これを

切り捨てるとするものです。 

 第７号は、第４号の次に、二つの号を加えたことによりまして、第５項を繰り下げるも

のです。 

 次に、別表１、使用料の改正です。  

 ８４ページ中ほどからです。 

 第２条に規定される西春別デイサービスセンター及び老人保健施設のサービス利用に伴

う食費並びに居住費について国で定める基準に基づき、額の改定を行うものです。 

 最初に、資料８５ページ下段をごらんください。  

 ５の項の老健すこやか短期入所から８８ページ上段までの６の項の老健すこやかの入所

にかかる、１日当たり食費並びに居住費の改正です。 

 ８５ページに示します①の食費の額を、１日１,３８０円から１,３９２円にするもので

す。 

 １日、１２円の食費の引き上げとなることから、朝食、昼食、夕食の代金をそれぞれ 

４円ずつ引き上げ、朝食の額を４１４円から４１８円、昼食の額及び夕食の額をそれぞれ 

４８３円から４８７円に改正するものです。 

 議案資料８４ページにお戻りください。 

 別表１、３の項の西春別デイサービスセンター及び４の項の老健すこやかの通所の昼食

の額についても、５及び６の項と同様に、４８３円から４８７円に改めるものです。 

 次に、居住費に係る改正です。 

 議案資料８７ページをごらんください。 

 ８７ページ中ほどです。 

 ②の老健すこやかの入所及び短期入所の居住費について、１日３７０円から３７７円に

改正するものです。 

 最後に、別表２の改正です。 

 ８８ページをお開きください。 

 別表２では、老健すこやかの各種診断書等の交付手数料を定めておりますが、この手数

料を町立別海病院及び診療所使用料並びに手数料条例にあわせ、①の死亡診断書を   

２,０６０円から２,０００円に、②の特殊診断書を５,１４０円から５,０００円に、③の

施設利用に関する諸証明を１,０３０円から１,０００円に改正するものです。 

 改正後は、別表２の手数料に消費税及び地方消費税に相当する額を加えた額が利用者か

ら徴収する手数料となります。 

 附則としまして、この条例は、令和元年１０月１日から施行するものです。 

 以上で議案第７４号の説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第７４号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

 質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（西原 浩君） ないようですので質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１６ 議案第７５号 

○議長（西原 浩君） 日程第１６ 議案第７５号 別海町印鑑登録及び証明に関する条

例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

○福祉部次長（青柳 茂君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 福祉部次長。 

○福祉部次長（青柳 茂君） はい。 

 議案第７５号別海町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て説明いたします。 

 議案書の２９ページをお開きください。 

 本条例の改正は、住民基本台帳法施行令等の一部を改正する政令が本年４月１７日に公

布され、氏に変更あったものは住民票に旧氏、いわゆる旧姓の記載を求めることができる

よう、住民基本台帳法施行令の一部が改正されることに伴いまして、印鑑登録にも旧氏が

用いられるようになることから、条例の一部を改正しようとするものです。 

 また、外国人住民に係る規定のほか、印鑑登録原票の記録に関する規定についてもあわ

せて一部改正をするものです。 

 それでは、議案の内容説明をいたしますが、議案本文の朗読は省略し、議案資料により

説明いたします。 

 議案資料の９０ページをお開き願います。 

 「条例の一部を改正する条例の新旧対照表」です。 

 表の右側が改正前、左側が改正後となります。 

 第５条第１項第３号は、印鑑登録原票への登録について、氏に変更があったものに係る

住民票に旧氏の記載がされている場合にあっては、氏名及び当該旧氏を登録することを加

えるものです。 

 また、外国人住民に係る通称を記載する場合の通称を示す規定について、住民基本台帳

法施行令の改正に伴い、第３０条の２６第１項から、第３０条の１６第 1 項に改めます。 

第７号では外国人住民が住民票の備考欄に記載されている、氏名の片仮名表記またはその

一部を組み合わせたものであらわされている印鑑により登録を受ける場合のあっては、当

該氏名の片仮名表記についても登録することとされておりますが、この対象から漢字圏の

外国人住民は除かれることから、外国人住民の非漢字圏の外国人住民に限定することを加

えるものです。 

９１ページをお開きください。 

 第３項は、印鑑登録原票を記録する媒体につきまして、磁気テープを磁気ディスクに改

めます。 

 第１０条第１項第５号は、印鑑登録を抹消しなければならない要件のうち、氏の変更に

より印鑑登録の要件を満たさなくなった場合について、住民票に記載されている旧氏を含

むことを加えるものです。 

 ９２ページにお進みください。 

 第１１条第１項第１項及び第２号は、印鑑登録を受理できない場合の印鑑の要件につい

て、旧氏等に関する要件を加えるものです。 
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 第１４条第１項は、第５条第３項の改正と同様に、記録媒体について磁気テープを磁気

ディスクに改めるものです。 

 附則としまして、施行期日を政令の施行日に合わせて、令和元年１１月５日とするもの

です。 

 以上で議案第７５号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第７５号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

 質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１７ 議案第７６号 

○議長（西原 浩君） 日程第１７ 議案第７６号 別海町牧柵等管理施設の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

○農政課長（小野武史君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 農政課長。 

○農政課長（小野武史君） はい。 

 議案第７６号別海町牧柵等管理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

の制定について内容を説明いたします。 

 議案書の３１ページをお開きください。 

 別海町牧柵等管理施設は矢臼別演習場における演習実施時の家畜被害を防止することを

目的として、平成９年度から平成１３年度において飛び出し防止用の牧柵及び一時的に囲

うための育成牛等一時管理施設、こちらはコンクリート製パドックになります、を設置し

管理してきております。 

 来年度、国が行う移転措置事業により、本町の農家 1 戸が移転することとなり、この農

家が使用している育成牛等一時管理施設は、その主たる利用目的を失うこととなります。 

本施設は防衛省の補助事業で設置されたことから、所管である北海道防衛局と協議をし

た結果、移転に伴って実際には施設の使用が見込まないこと、及び施設が処分制限期間を

超えており、適当な転用策もないことから、本施設の用途を廃止し、財産処分を行うこと

となったため、条例の一部改正を行うものです。 

 改正内容につきましては別冊の議案資料により説明をいたします。 

 議案資料の９３ページをお開きください。 

 新旧対照表になります。 

 本条例の別表は牧柵の設置位置及び育成牛等一時管理施設の設置位置に分かれておりま

す。 

 育成牛等一時管理施設の設置地につきましては、さらに西春別地区、中西別地区、上風

連地区の三つに分かれております。 

 今回の改正につきましては、財産処分の対象である育成牛等一時管理施設の設置位置、

中西別地区の３番、設置箇所地番、中西別３０１番地、設置数１基、施設規模面積   

５１５.１０平方メートルを削除するものです。 
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 なお、附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものです。 

 以上で議案第７６号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第７６号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

 質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１８ 諮問第１号 

○議長（西原 浩君） 日程第１８ 諮問第１号 人権擁護委員候補の推薦についてを議

題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

 町長。 

○町長（曽根興三君） はい。 

 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦について御説明申し上げます。 

人権擁護委員は法務大臣が委嘱するものでございますけれども、その選定に当たって

は、まず市町村長の意見を、議会をとおし聞いて、その上で地域の候補者を法務局に推薦

するということになっております。 

 別海町では、現在、別海の保田千惠子さん、棚橋昌博さん、西春別の山藤史江さん、尾

岱沼の池田實さん、中春別の藤原優子さん、この５名の方々に人権擁護委員として御活躍

をいただいているところでございますけれども、このたび保田千惠子さん、棚橋昌博さ

ん、池田實さんの３名が令和元年１２月３１日をもちまして３年間の任期が満了すること

となります。 

 つきましては、引き続き保田千惠子さんを人権擁護委員の候補者として推薦いたしたく

議会の意見を求めるものでございます。 

 保田さんにおかれましては、平成１７年１月１日に選任され、現在、５期目で御活躍い

ただいているところでございますけれども、主な経歴につきましては若干申し上げます。 

保田千惠子さんは昭和４２年に北海道立静内高等学校を卒業後、民間会社などの勤務を経

まして、現在、町内で華道教室を開いております。 

公職関係の経歴については、平成５年から平成１１年まで別海町婦人団体連絡協議会副

会長を務められたほか、別海町地域活性化支援機構委員、また、別海町公民館運営審議会

委員、そのほか別海町生涯学習推進協議会委員、別海町消費者協会副会長などの役職に就

かれておりました。 

現在も別海町文化協会副会長等を務められているなど、各方面において大変御活躍をさ

れている方でございます。 

現在、人権擁護委員５期目であり、根室人権擁護委員協議会においては、副会長を務め

られておりまして、町内外の人権擁護委員の信頼も大変厚く、強い責任感とリーダーシッ

プを遺憾なく発揮している方でございます。 

経験抱負で識見豊かな保田千惠子さんを引き続き人権擁護委員の候補者として、法務大

臣に対し推薦いたしたく思いますので、よろしくお願いを申し上げます。 

以上でございます。 

○議長（西原 浩君） 諮問第１号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行いま
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す。 

 質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１９ 諮問第２号 

○議長（西原 浩君） 日程第１９ 諮問第２号 人権擁護委員候補の推薦についてを議

題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

 町長。 

○町長（曽根興三君） はい。 

 諮問第２号人権擁護委員候補者の推薦について御説明を申し上げます。 

 本案につきましても、諮問第１号と同様で、このたび任期満了となります棚橋昌博さん

を引き続き人権擁護委員の候補者として推薦いたしたく、議会の意見を求めるものでござ

います。 

 新たな任期につきましては、令和２年１月１日から令和４年１２月３１日までの３年間

となります。 

 棚橋さんにおかれましては、平成２９年１月１日に選任されておりまして、現在 1 期目

で御活躍をいただいているところでございますけれども、主な経歴につきまして若干申し

上げます。 

 棚橋昌博さんは昭和５３年に北海道教育大学釧路分校を卒業され、根室市立昆布盛小学

校で教員生活をスタートさせました。 

 平成１０年には根室市立幌茂尻小学校で教頭に昇任され、平成１９年には上風連中学校

に校長先生として着任をされ、根室市立厚床小学校校長、西春別中学校校長等を歴任さ

れ、平成２８年３月に退職されまして、現在は標津地区保護司会、別海連合町内会副会

長、別海町社会福祉協議会理事等を務められているなど、さまざまな方面で御活躍をされ

ておられます。 

 長年、教育現場で活躍された豊富な経験から、地域の住民や教育関係者からも信頼が大

変厚い棚橋昌博さんを引き続き人権擁護委員の候補者として法務大臣に対し推薦をいたし

たく思いますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（西原 浩君） 諮問第２号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行いま

す。 

 質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２０ 諮問第３号 

○議長（西原 浩君） 日程第２０ 諮問第３号 人権擁護委員候補の推薦についてを議

題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

 町長。 

○町長（曽根興三君） はい。 
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 諮問第３号人権擁護委員候補者の推薦について御説明を申し上げます。 

 本案につきましては、このたび任期満了となります池田實さんが、今期限りで勇退され

ることになりましたので、新たに新井田史彰さんを人権擁護委員の候補者として推薦いた

したく議会の意見を求めるものでございます。 

 任期につきましては、令和２年１月１日から令和４年１２月３１日までの３年間となり

ます。 

 新井田さんは、現在、尾岱沼にお住まいで昭和３７年生まれの満５７歳でございます。 

主な経歴につきまして、若干申し上げます。 

新井田史彰さんは、昭和５６年に北海道立標津高等学校を卒業され、北海道さけます増

殖事業協会に勤務された後、昭和５９年に家業である漁業を引き継いで以来、漁業一筋に

地域産業を支えてこられております。 

また、町内会役員を歴任されるなど、その活動にも積極的に参加、協力し、地域力の向

上の一助を担っております。 

さらには少年団野球を通じ、指導者として、子供や若い指導者の相談事や悩み事にも献

身的に応じるなど、青少年の健全育成に尽力されております。 

これより、地域に根差し活躍された豊富な経験から住民からの人望も厚く、人格見識と

もに優秀な方でございます。 

人権擁護委員の新たな候補者として、新井田史彰さんを法務大臣に対し推薦いたしたく

思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

以上でございます。 

○議長（西原 浩君） 諮問第３号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行いま

す。 

 質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２１ 認定第１号から日程第２８ 認定第８号 

○議長（西原 浩君） 日程第２１、認定第１号、平成３０年度別海町一般会計歳入歳出

決算認定について、日程第２２、認定第２号、平成３０年度別海町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算認定について、日程第２３、認定第３号、平成３０年度別海町下水道事業特

別会計歳入歳出決算認定について、日程第２４、認定第４号、平成３０年度別海町介護

サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第２５、認定第５号、平成３０年

度別海町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、日程第２６、認定第６号、平成 

３０年度別海町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、日程第２７、認定第

７号、平成３０年度町立別海病院事業会計決算認定について、日程第２８、認定第８号、

平成３０年度別海町水道事業会計決算認定についての８件については、一括議題といたし

ます。 

 内容について説明を求めます。 

 なお、この決算認定については、特別委員会を設置し、綿密な審議をいたしたいと考え

ておりますので、内容については要点にとどめて説明願います。 

○副町長（佐藤次春君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 副町長。 
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○副町長（佐藤次春君） はい。 

 それでは、認定第１号から認定第８号までの、平成３０年度別海町各会計決算につい

て、決算書は大冊ですので、議案資料により議案概要を一括して説明し、議案説明とさせ

ていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

それでは、議案資料の９５ページをお開きください。 

資料は９５ページから９７ページまでであります。 

９６ページから説明をいたします。 

最初に、平成３０年度別海町一般会計及び特別会計決算概要であります。 

「１、一般会計及び特別会計の決算概要について」、単位は円で表示をしております。 

１号の「一般会計」です。 

歳入の収入済額で、１８３億７,０２２万１,２１７円、歳出の支出済額は、１８３億

１,８４５万２,５９３円です。 

歳入歳出差引残額は、５,１７６万８,６２４円、うち基金繰入額が３,０００万円と

なっています。 

次にその下の２号「国民健康保険特別会計」です。 

収入済額は２６億４１３万８,３８０円、支出済額は２６億３４７万２,２１５円で差引

残額は、６６万６,１６５円です。 

次に３号の「下水道事業特別会計」です。 

収入済額は７億４,９１２万４,３７５円、支出済み額は、７億４,８８６万９,０３２円

で、差引残額は、２５万５,３４３円であります。 

次に４号の「介護サービス事業特別会計」です。 

収入済額は４億７,８０１万１,０５５円、支出済額は、４億７,７８９万７,６８４円

で、差引残額は、１１万３,３７１円となっています。 

次に５号の「介護保険特別会計」です。 

収入済額は１０億７,５７９万６,７０９円、支出済額は１０億７,５７５万２,９８６円

で、差引残額につきましては、４万３,７２３円となっています。 

次に６号ですが「後期高齢者医療特別会計」です。 

収入済額は１億６,６８７万９,８６７円、支出済額は１億６,６５４万１,７１７円で、

差引残額は３３万８,１５０円となっています。 

次に、下段の「２、一般会計及び特別会計の実質収支に関する調書」です。 

この表につきましては、単位は千円で表示されております。 

１号の「一般会計」、歳入総額１８３億７,０２２万１,０００円、歳出総額１８３億  

 １,８４５万３,０００円、歳入歳出差引額は５,１７６万８,０００円、翌年度へ繰り越

すべき財源の繰越明許費繰越額ですが、３８万１,０００円、実質収支額につきまして

は、５,１３８万７,０００円、うち基金繰入額が３,０００万円ということになっており

ます。 

次に２号の「国民健康保険特別会計」ですが、歳入総額２６億４１３万８,０００円、

歳出総額２６億３４７万２,０００円、差引額は６６万６,０００円、翌年度へ繰り越すべ

き財源はありません。 

実質収支額につきましても、したがいまして、同額の６６万６,０００円となっていま

す。 
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３号の「下水道事業特別会計」につきましては、歳入総額７億４,９１２万４,０００

円、歳出総額７億４,８８６万９,０００円、差引額は２５万５,０００円、翌年度へ繰り

越すべき財源の繰越明許費繰越額が１７万６,０００円で、実質収支額は７万９,０００円

となっています。 

次に４号の「介護サービス事業特別会計」ですが、歳入総額４億７,８０１万１,０００

円、歳出総額で、４億７,７８９万８,０００円、差引額は、１１万３,０００円、実質収

支額につきましても同額の１１万３,０００円であります。 

次に５号の「介護保険特別会計」ですが、歳入総額１０億７,５７９万６,０００円、歳

出総額１０億７,５７５万２,０００円、差引額が４万４,０００円、実質収支額につきま

しても同額の４万４,０００円であります。 

６号の「後期高齢者医療特別会計」につきましては、歳入総額１億６,６８７万   

９,０００円、歳出総額１億６,６５４万１,０００円、差引額で３３万８,０００円、実質

収支額につきましても、同額の３３万８,０００円と、いうふうになっております。 

次に資料の９７ページでございます。 

「平成３０年度、別海町一般会計及び特別会計決算、財産の概要」についてです。 

初めに、１の「公有財産」です。 

決算年度末の数値で申し上げます。 

「土地地積合計」９,２９７万５,６０６平方メートル、「建物延面積合計」２２万 

３,４８０平方メートル、「山林面積合計」６,６１８万１,５４５平方メートル、「山林

立木推定蓄積量合計」７４万３,２６０平方メートル、「有価証券合計、株券」で１億 

１,５６７万円、最後に「出資による権利合計」９億８,８５９万１,０００円となってお

ります。 

次に右の欄に移っていただきまして、「２の物品・債権・基金」についてです。 

これにつきましても、決算年度末の数字で申し上げます。 

「物品合計、車両」で、１５７台、「債権合計、貸付金」で８,１０２万５,０００円、

「基金合計、２４基金の預金」で４１億２,１７０万円、再掲となりますが、「定額運用

基金」の状況です。 

この「定額運用基金」につきましては、基金会計が直接、支出できるものですが、年度

末残高では、「早坂善也奨学基金」の預金で２４１万４,０００円、「土地開発基金」で

は、預金で ７,６３８万６,０００円、土地が５,１１９平方メートルで、９,９５５万

４,０００円となっています。 

次に「平成３０年度、別海町各企業会計決算概要」です。 

７号の「町立別海病院事業会計」です。 

収益的収入及び支出の事業収益の決算額は、２０億３,１００万８１９円、事業費用の

決算額で２２億６６８万４,９８０円となっています。 

次に資本的収入及び支出では、資本的収入の決算額は、２億５,８９７万９,０００円

で、資本的支出は、決算額３億２,６０８万８,０５６円となっています。 

次に８号の「水道事業会計」です。 

収益的収入及び支出の事業収益の決算額は、１０億４,０２５万２,４２０円で、事業費

用の決算額については、８億１,４９６万４,１６３円となっています。 

資本的収入及び支出では、資本的収入の決算額は、１億８,０５４万８,０００円で、資

本的支出は決算額５億１,５７１万１,４３３円となっているものでございます。 
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以上で認定第１号から認定第８号までの各会計決算の要点について説明をさせていただ

きました。 

本件認定につきましては、決算書に監査委員の各会計決算審査意見書をつけ、また、主

要な施策の成果一覧票を添付しておりますので申し添えます。 

以上で説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 認定第１号から認定第８号までの平成３０年度別海町各会計決算

認定８件についての内容説明が終わりましたので、これから一括質疑を行います。 

 質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

この審査につきましては、７名で構成する平成３０年度別海町各会計決算審査特別委員

会を設置し、これに付託して審査することにいたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、この審査は、７名で構成する平成３０年度別海町各会計決算審査特別委員

会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。 

ここでお諮りします。 

ただいま設置いたしました平成３０年度別海町各会計決算審査特別委員会の委員の選任

につきましては、委員会条例第７条第３項及び第４項の規定により議長において指名いた

します。 

２番横田議員、３番田村議員、６番大内議員、７番木嶋議員、１１番瀧川議員、１２番

松議員、１５番戸田議員の７名を指名いたします。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、ただいま指名いたしました７名の議員を平成３０年度別海町各会計決算審

査特別委員会委員に選任することに決定いたしました。 

次に、委員会条例第８条第２項の規定により委員長及び副委員長の互選をお願いいたし

ます。 

ここで、正副委員長互選のため１０分間休憩いたします。 

なお、本特別委員会を直ちに委員会室１でお開きください。 

午後 ２時１５分 休憩 

────────────── 

午後 ２時２５分 再開 

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

平成３０年度別海町各会計決算審査特別委員会の委員長及び副委員長の互選が行われ、

その結果がまいりましたので報告いたします。 

委員長に木嶋委員、副委員長に大内委員。 

以上のとおり互選されました。 

ここでお諮りします。 
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平成３０年度別海町各会計決算審査特別委員会の審査期間は、令和元年９月１１日から

次期定例会までとしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、審査期間を令和元年９月１１日から次期定例会までとすることに決定いた

しました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２９ 同意第５号 

○議長（西原 浩君） 日程第２９ 同意第５号別海町固定資産評価審査委員会委員の選

任についてを議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

 町長。 

○町長（曽根興三君） はい。 

 同意第５号別海町固定資産評価審査委員会委員の選任について御説明を申し上げます。 

本町の固定資産評価審査委員会委員につきましては、現在３名の委員を選任させていただ

いておりますが、本年９月３０日をもって３年間の任期が満了いたします。 

 本案は、これまで３期９年間委員を務めていただいた島田安信さんを引き続き固定資産

評価審査委員会委員として選任いたしたく、議会の同意を求めるものでございます。 

新たな任期につきましては、令和元年１０月１日から令和４年９月３０日までの３年間

となります。 

 島田さんは、尾岱沼潮見町１３８番地の９にお住まいで昭和２１年５月１０日に産ま

れ、現在、満７３歳でございます。 

 島田さんの経歴については、若干申し上げさせていただきますが、昭和４０年４月から

平成１８年６月まで４１年間、野付漁業協同組合に勤務され、漁業全般にわたり経験豊か

なお方でございます。 

 島田さんの公職歴につきましては、平成１９年１２月から現在まで、別海町民生児童福

祉委員を担っていただいております。 

 また、平成１９年４月から、現在まで、尾岱沼連合町内会理事、尾岱沼潮見町南町町内

会会長を歴任されております。 

 島田さんは地域の人望も厚く、人格識見ともに大変すぐれた方でございますので、引き

続き選任をいたしたく議会の皆様の同意を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（西原 浩君） 同意第５号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行いま

す。 

 質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第３０ 同意第６号 

○議長（西原 浩君） 日程第３０ 同意第６号別海町固定資産評価審査委員会委員の認

定についてを議題といたします。 
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 内容について説明を求めます。 

 町長。 

○町長（曽根興三君） 同意第６号別海町固定資産評価審査委員会委員の選任についての

御説明を申し上げます。 

 本案につきましても、同委員の選任同意案件でございます。 

 これまで一期３年間、固定資産評価審査委員会委員を務めていただいておりました森本

哲男さんを引き続き委員として選任いたしたく、議会の同意を求めるものでございます。 

 新たな任期につきましては、島田さんと同じ令和元年１０月１日から令和４年９月 ３

０日までの３年間となります。 

 森本さんは別海常盤町の２４３番地の９にお住まいで、昭和２７年１１月３０日生まれ

の満６６歳でございます。 

 森本さんの経歴を申し上げますと、昭和４６年４月から平成２５年３月までの４２年間

別海町役場に勤務されており、行政全般にわたり経験豊富な方でございます。 

 また、平成２７年８月から、昨年７月まで別海町共同募金委員会評議員を務めており、

現在は、別海常盤町内会会長を担っておられるなど、森本さんは、地域の人望も厚く、人

格、識見ともに大変すぐれた方でございますので、引き続き選任いたしたく同意を賜りま

すようよろしくお願いを申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（西原 浩君） 同意第６号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行いま

す。 

 質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第３１ 同意第７号 

○議長（西原 浩君） 日程第３１ 同意第７号別海町固定資産評価審査委員会委員の選

任についてを議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

 町長。 

○町長（曽根興三君） 同意第７号別海町固定資産評価審査委員会委員の選任についての

御説明を申し上げます。 

 本案につきましても、固定資産評価審査委員会委員の選任同意案件でございますけど

も、これまで２期４年６カ月にわたって、固定資産評価審査委員会委員として御活躍をさ

れておりました丸山哲郎さんが、今期限りで勇退されることになりましたので、新たな固

定資産評価審査委員会委員として坪内省志さんを選任いたしたく議会の同意を求めるもの

でございます。 

 任期につきましては、令和元年１０月１日から令和４年９月３０日ということで、前の

２件と同じく、３年間となっております。 

 坪内さんは、西春別駅前柏町７番地の１２にお住まいで昭和３５年１１月５日生まれの

満５８歳でございます。 

 坪内さんの経歴を若干申し上げますと、昭和５４年３月に、北海道鹿追高等学校を卒業

され、昭和５５年３月に、農林水産省十勝種畜牧場草地畜産実技研修場を卒業後、同年４
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月に西春別農業協同組合に就職されておられます。 

 平成１８年４月からの営農部営農企画課長、道東あさひ農業協同組合への合併後、平成

２１年４月からは西春別支所生産課長、平成２７年７月からは生産部畜産センター事業対

策事務局長として現在至っておりまして、農業全般にわたり大変経験豊かな方でございま

す。 

 また、地域においても、これまで西春別駅前連合会柏町町内会の副会長や会長を歴任さ

れ、現在は同町内会の副会長兼事務局長を担っておられるなど、地域の人望も厚く、人格

識見ともに大変すぐれた方でございますので、新たな委員として選任いたしたく同意を賜

りますようよろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（西原 浩君） 同意第７号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行いま

す。 

 質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第３２ 報告第６号 

○議長（西原 浩君） 日程第３２ 報告第６号放棄した債権の報告についてを議題とい

たします。 

 内容について説明を求めます。 

 なお、本件は報告のみであることを申し添えます。 

○財政課長（寺尾真太郎君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（寺尾真太郎君） はい。 

 報告第６号の内容説明をいたします。 

 議案の４６ページをお開きください。 

 報告第６号放棄した債権の報告についてです。 

 本件は、別海町債権管理条例第１６条の規定に基づき、放棄した債権について、同条例

第１７条の規定により議会に報告するものです。 

 それでは、議案の４７ページにお進みください。 

 平成３０年度に放棄した債権は水道料金で合計人数１９人、件数５０２件、金額で  

５３万２,８８７円です。 

 内訳につきましては債権放棄の理由ごとに申し上げます。 

 条例第１６条第２号によるもの、人数１人、件数２件、金額１万１,２８３円となりま

す。 

 こちらは破産法などの規定により、債務者がその責任を免れたことから、放棄したこと

によるものです。 

 次に、条例第１６条第４号によるもの、人数１８人、件数５００件、金額５２万  

１,６０４円となります。 

徴収停止の措置をとった日から相当の期間を経過した後においても、なお履行させるこ

とが著しく困難、または少額の債権額に対して、徴収経費が上回るなどの不適当な理由で

ありますことから放棄したものであります。 
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 なお、債権放棄の年月日は平成３１年３月３１日となっております。 

 以上で報告第６号の内容説明を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第３３ 報告第７号 

○議長（西原 浩君） 日程第３３ 報告第７号平成３０年度決算に基づく別海町健全化

判断比率及び資金不足比率についてを議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

 なお、本件は報告のみであることを申し添えます。 

○財政課長（寺尾真太郎君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（寺尾真太郎君） はい。 

 報告第７号の内容説明をいたします。 

 議案の４８ページをお開きください。 

 報告第７号平成３０年度決算に基づく別海町健全化判断比率及び資金不足比率について

です。 

 本件につきましては地方公共団体の財政の健全化に関する法律において、毎年度健全化

判断比率を、公営企業におきましては資金不足比率を、その算定の基礎となる事項を記載

した書類とともに、監査委員の審査に付し、その意見をつけて当該各比率を議会に報告

し、かつ公表しなければならないと規定されており、ここに報告をするものです。 

 なお監査委員の意見につきましては平成３０年度決算財政健全化審査及び経営健全化審

査意見書を別冊で配付させていただいております。 

 また本日議会への報告とあわせまして、町のホームページ上でも、公表を広報紙べつか

いのほうには決算状況とあわせて公表予定でありますことを申し添えます。 

それでは各比率の状況について御説明いたします。 

 下の表をごらんください。 

 まず、最初の表で健全化判断比率です。 

健全化判断比率には実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の

四つの指標があります。 

 一つ目の実質赤字比率は一般会計の実質的な赤字額が標準財政規模に占める比率を表し

ておりまして、財政運営の深刻度を示すものです。 

この比率が生じた場合には、赤字の早期解消を図る必要があります。 

 平成３０年度の一般会計の決算は黒字となりましたことから、赤字比率は生じておりま

せん。 

 二つ目の連結実質赤字比率も、公営企業会計を含む全ての会計を合算し、赤字の程度を

示すものですが、一般会計及び特別会計の全ての会計で黒字決算、また、公営企業会計は

流動資産が対象となる流動負債を上回っておりますことから、こちらも赤字比率は生じて

おりません。 

 三つ目の実質公債費比率は、地方債元利償還金などの細部、こちらが標準財政規模に占

める比率を表しておりまして、債務の財政負担の大きさや資金繰りの危険度を示すもの

で、過去３カ年の平均比率となります。 

平成３０年度の比率は１１.７％となり、地方債の発行が制限される早期健全化基準の

２５％や、財政再生計画を義務付けられる財政再生基準の３５％を大きく下回っている状
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況ですが、前年度比較では０.３％の増となっております。 

四つ目の将来負担比率は地方債元利償還金や債務負担行為額の将来負担すべき実質的な

債務が標準財政規模に占める比率を表しておりまして、債務の負担が将来財政を圧迫する

可能性が高いかどうかを示すものです。 

平成３０年度の比率は７０.８％で、こちらも早期健全化基準である３５０％を大きく

下回っておりますが、前年度からは１６.５％の増となりました。 

次にその下の表で資金不足比率です。 

資金不足比率は公営企業の経営状況を示す指標で、公営企業の資金不足額が事業規模に

占める比率を表しております。 

本町では下水道事業特別会計、町立別海病院事業会計、別海町水道事業会計の公表とな

りますが、平成３０年度は三つの会計すべてにおいて資金不足額がなかったことから、資

金不足比率は生じていないという内容になっております。 

以上で報告第７号の内容説明を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第３４ 報告第８号 

○議長（西原 浩君） 日程第３４ 報告第８号専決処分の報告について（根室中部３号

主要幹線改良舗装工事）を議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

 なお、本件は報告のみであることを申し添えます。 

○財政課長（寺尾真太郎君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（寺尾真太郎君） はい。 

 報告第８号の内容説明をいたします。 

 議案の４９ページをお開きください。 

 報告第８号専決処分の報告についてです。 

 本件は、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、議会の議決により指定された、

工事請負契約に変更の必要性が生じ、次のとおり専決処分したので、同条第２項の規定に

より報告するものです。 

 専決処分書のほうを朗読いたします。 

 専決処分書。 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。 

 令和元年８月２６日、別海町長曽根興三。 

工事請負契約の一部変更について。 

 平成３０年１２月１４日、議案第８３号により議決を経て締結した、根室中部３号主要

幹線改良舗装工事請負契約の一部を次のように変更する。 

契約金額５,８８６万円、うち消費税及び地方消費税額４３６万円を、５,９１０万 

２,０００円、うち消費税及び地方消費税額４３８万２,０００円に改める。 

 変更の内容につきましては、構造物の撤去工など、当初概数設計としていた部分の確定 

によりまして、２４万２,０００円の増額となったものです。 

 以上で報告第８号の内容説明を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎散会宣言 
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○議長（西原 浩君） 以上で本日の日程は、全部終了いたしました。 

本日は、これで散会します。 

なお、明日は一般質問を午前１０時から開きますので御参集願います。 

皆さん、御苦労さまでした。 

 

散会 午後 ３時０８分 
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